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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）における基準信号送信の識別を改善するための方法であって、
　１つまたは複数の干渉信号中の基準信号送信に関係する１つまたは複数の制限を識別す
ることと、ここにおいて、前記１つまたは複数の制限は、前記１つまたは複数の基準信号
送信のための、前記１つまたは複数の干渉信号を送信する、１つまたは複数のｅＮＢによ
って使用される周期性に対する制限、前記１つまたは複数の基準信号送信のためのアンテ
ナポートの数に対する制限、前記１つまたは複数の基準信号送信に関係する仮想セル識別
子に対する制限、あるいは、ある時間期間における基準信号送信の数に対する制限のうち
の１つまたは複数を含み、
　前記１つまたは複数の制限に少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは複数の干渉
信号中で受信された１つまたは複数の基準信号送信を検出することと、
　サービング基地局との通信を改善するために、前記１つまたは複数の干渉信号中で受信
された前記１つまたは複数の基準信号送信を処理することと
を備え、前記１つまたは複数の基準信号送信を処理することが、
　　前記１つまたは複数の基準信号送信に関係するチャネルを推定すること、
　　前記１つまたは複数の基準信号送信によって前記サービング基地局からの通信に対し
て引き起こされる干渉を消去すること、
　　前記１つまたは複数の基準信号送信の仮想セル識別子を決定すること、あるいは、
　　前記１つまたは複数の基準信号送信を使用してレートマッチングのためのリソース要
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素ロケーションを決定すること
　のうちの１つまたは複数を含む、方法。
【請求項２】
　複数の多入力多出力（ＭＩＭＯ）レイヤ中で送信する前記サービング基地局、あるいは
１つまたは複数の非サービング基地局のうちの少なくとも１つから前記１つまたは複数の
干渉信号を受信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１つまたは複数の制限を識別することが、ハードコード化情報から前記１つまたは
複数の制限を決定すること、事業者ネットワーク構成から前記１つまたは複数の制限を受
信すること、あるいは前記サービング基地局からの１つまたは複数の信号中で前記１つま
たは複数の制限を受信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記１つまたは複数の基準信号送信を検出することが、前記周期性に基づいて前記１つ
または複数の基準信号送信を検出することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記１つまたは複数の制限を識別することが、前記１つまたは複数の基準信号送信のた
めの前記周期性の指示を受信することを備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記１つまたは複数の制限を識別することが、前記１つまたは複数の基準信号送信のた
めの可能な周期性の数の指示を受信することを含み、前記１つまたは複数の基準信号送信
を検出することが、可能な周期性の前記数と複数の基準信号送信の検出された異なる周期
性の数とに少なくとも部分的に基づいて前記周期性を決定することを備える、請求項４に
記載の方法。
【請求項７】
　前記１つまたは複数の基準信号送信を検出することが、アンテナポートの前記数に対応
するアンテナポート構成に少なくとも部分的に基づいて前記１つまたは複数の基準信号送
信を検出することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記１つまたは複数の制限を識別することが、前記１つまたは複数の基準信号送信のた
めの前記アンテナポート構成の指示を受信することを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記１つまたは複数の基準信号送信を検出することが、前記仮想セル識別子に基づいて
前記１つまたは複数の基準信号送信を検出することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数の制限を識別することが、前記１つまたは複数の基準信号送信に関
係する前記仮想セル識別子の指示あるいは前記仮想セル識別子の範囲を受信することを備
え、前記１つまたは複数の基準信号送信を検出することが、前記仮想セル識別子に基づい
て前記１つまたは複数の基準信号送信を検出することを備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記１つまたは複数の制限を識別することが、前記仮想セル識別子に１つまたは複数の
物理セル識別子を関連付ける規則に少なくとも部分的に基づいて前記仮想セル識別子を決
定することを備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記１つまたは複数の基準信号送信を検出することが、同様の特性を有する複数信号を
検出することを備え、ここにおいて、前記１つまたは複数の信号の数が、基準信号送信の
前記数に対する前記制限に等しい、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　ユーザ機器（ＵＥ）における基準信号送信の識別を改善するための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
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を備え、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　１つまたは複数の干渉信号中の基準信号送信に関係する１つまたは複数の制限を識別
することと、ここにおいて、前記１つまたは複数の制限は、前記１つまたは複数の基準信
号送信のための、前記１つまたは複数の干渉信号を送信する、１つまたは複数のｅＮＢに
よって使用される周期性に対する制限、前記１つまたは複数の基準信号送信のためのアン
テナポートの数に対する制限、前記１つまたは複数の基準信号送信に関係する仮想セル識
別子に対する制限、あるいは、ある時間期間における基準信号送信の数に対する制限のう
ちの１つまたは複数を含み、
　　前記１つまたは複数の制限に少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは複数の干
渉信号中で受信された１つまたは複数の基準信号送信を検出することと、
　　　前記１つまたは複数の基準信号送信に関係するチャネルを推定すること、
　　　前記１つまたは複数の基準信号送信によってサービング基地局からの通信に対して
引き起こされる干渉を消去すること、
　　　前記１つまたは複数の基準信号送信の仮想セル識別子を決定すること、あるいは、
　　　前記１つまたは複数の基準信号送信を使用してレートマッチングのためのリソース
要素ロケーションを決定すること
　　のうちの１つまたは複数によって、前記サービング基地局との通信を改善するために
、前記１つまたは複数の干渉信号中で受信された前記１つまたは複数の基準信号送信を処
理することと
　を行うように構成された、装置。
【請求項１４】
　複数の多入力多出力（ＭＩＭＯ）レイヤ中で送信する前記サービング基地局、あるいは
１つまたは複数の非サービング基地局のうちの少なくとも１つから前記１つまたは複数の
干渉信号を受信するためのトランシーバをさらに備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数の制限を前記識別することが、ハードコード化情報から前記１つま
たは複数の制限を決定すること、事業者ネットワーク構成において前記１つまたは複数の
制限を受信すること、あるいは前記サービング基地局から前記１つまたは複数の制限を受
信することに少なくとも部分的に基づく、請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　前記１つまたは複数の基準信号送信を前記検出することが、前記周期性に少なくとも部
分的に基づく、請求項１３に記載の装置。
【請求項１７】
　前記１つまたは複数の制限を前記識別することが、前記１つまたは複数の基準信号送信
のための前記周期性の指示を受信することによって少なくとも部分的に基づく、請求項１
６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記１つまたは複数の制限を前記識別することが、前記１つまたは複数の基準信号送信
のための可能な周期性の数の指示を受信することに少なくとも部分的に基づき、前記少な
くとも１つのプロセッサが、可能な周期性の前記数と複数の基準信号送信の検出された異
なる周期性の数とに少なくとも部分的に基づいて前記周期性を決定するようにさらに構成
された、請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記１つまたは複数の基準信号送信を前記検出することが、アンテナポートの前記数に
対応するアンテナポート構成に少なくとも部分的に基づく、請求項１３に記載の装置。
【請求項２０】
　前記１つまたは複数の制限を前記識別することが、少なくとも部分的に、１つまたは複
数のｅＮＢによって使用される前記アンテナポート構成の指示を受信することによるもの
である、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
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　前記１つまたは複数の基準信号送信を前記検出することが、前記仮想セル識別子に基づ
く、請求項１３に記載の装置。
【請求項２２】
　前記１つまたは複数の基準信号送信を前記検出することが、同様の特性を有する１つま
たは複数のｅＮＢから受信された複数信号を検出することに少なくとも部分的に基づき、
ここにおいて、前記１つまたは複数の信号の数が、基準信号送信の前記数に対する前記制
限に等しい、請求項１３に記載の装置。
【請求項２３】
　ユーザ機器（ＵＥ）における基準信号送信の識別を改善するための装置であって、
　１つまたは複数の干渉信号中の基準信号送信に関係する１つまたは複数の制限を識別す
るための手段と、ここにおいて、前記１つまたは複数の制限は、前記１つまたは複数の基
準信号送信のための、前記１つまたは複数の干渉信号を送信する、１つまたは複数のｅＮ
Ｂによって使用される周期性に対する制限、前記１つまたは複数の基準信号送信のための
アンテナポートの数に対する制限、前記１つまたは複数の基準信号送信に関係する仮想セ
ル識別子に対する制限、あるいは、ある時間期間における基準信号送信の数に対する制限
のうちの１つまたは複数を含み、
　前記１つまたは複数の制限に少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは複数の干渉
信号中で受信された１つまたは複数の基準信号送信を検出するための手段と、
　　前記１つまたは複数の基準信号送信に関係するチャネルを推定すること、
　　前記１つまたは複数の基準信号送信によってサービング基地局からの通信に対して引
き起こされる干渉を消去すること、
　　前記１つまたは複数の基準信号送信の仮想セル識別子を決定すること、あるいは、
　　前記１つまたは複数の基準信号送信を使用してレートマッチングのためのリソース要
素ロケーションを決定すること
　のうちの１つまたは複数によって、前記サービング基地局との通信を改善するために、
前記１つまたは複数の干渉信号中で受信された前記１つまたは複数の基準信号送信を処理
するための手段と
を備える、装置。
【請求項２４】
　ユーザ機器（ＵＥ）における基準信号送信の識別を改善するための、非一時的コンピュ
ータ可読媒体であって、
　１つまたは複数の干渉信号中の基準信号送信に関係する１つまたは複数の制限を識別す
ることと、ここにおいて、前記１つまたは複数の制限は、前記１つまたは複数の基準信号
送信のための、前記１つまたは複数の干渉信号を送信する、１つまたは複数のｅＮＢによ
って使用される周期性に対する制限、前記１つまたは複数の基準信号送信のためのアンテ
ナポートの数に対する制限、前記１つまたは複数の基準信号送信に関係する仮想セル識別
子に対する制限、あるいは、ある時間期間における基準信号送信の数に対する制限のうち
の１つまたは複数を含み、
　前記１つまたは複数の制限に少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは複数の干渉
信号中で受信された１つまたは複数の基準信号送信を検出することと、
　　前記１つまたは複数の基準信号送信に関係するチャネルを推定すること、
　　前記１つまたは複数の基準信号送信によってサービング基地局からの通信に対して引
き起こされる干渉を消去すること、
　　前記１つまたは複数の基準信号送信の仮想セル識別子を決定すること、あるいは、
　　前記１つまたは複数の基準信号送信を使用してレートマッチングのためのリソース要
素ロケーションを決定すること
　　のうちの１つまたは複数によって、前記サービング基地局との通信を改善するために
、前記１つまたは複数の干渉信号中で受信された前記１つまたは複数の基準信号送信を処
理することと
を行うためのコードを備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
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【請求項２５】
　複数の多入力多出力（ＭＩＭＯ）レイヤ中で送信する前記サービング基地局、あるいは
１つまたは複数の非サービング基地局のうちの少なくとも１つから前記１つまたは複数の
干渉信号を受信するための手段をさらに備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　複数の多入力多出力（ＭＩＭＯ）レイヤ中で送信する前記サービング基地局、あるいは
１つまたは複数の非サービング基地局のうちの少なくとも１つから前記１つまたは複数の
干渉信号を受信するためのコードをさらに備える、請求項２４に記載の非一時的コンピュ
ータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権の主張
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる、２０１４年４月１５
日に出願された「APPARATUS AND METHOD OF IMPROVING IDENTIFICATION OF REFERENCE SI
GNAL TRANSMISSIONS」と題する非仮出願第１４／２５３，６６５号、および２０１３年８
月１９日に出願された「APPARATUS AND METHOD OF IMPROVING IDENTIFICATION OF CHANNE
L STATE INFORMATION REFERENCE SIGNAL (CSI-RS) TRANSMISSIONS」と題する仮出願第６
１／８６７，５２９号の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなど、様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００３】
　[0003]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新興の電気通信規格の一例はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ（登録商標）：Long Term Evolution）である。ＬＴＥは、第３世代パートナ
ーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標）：Third Generation Partnership Project
）によって公表されたユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴ
Ｓ：Universal Mobile Telecommunications System）モバイル規格の拡張のセットである
。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善することによってモバイルブロードバンドインターネ
ットアクセスをより良くサポートし、コストを下げ、サービスを改善し、新しいスペクト
ルを利用し、また、ダウンリンク（ＤＬ：downlink）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップ
リンク（ＵＬ：uplink）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ：mult
iple-input multiple-output）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統合
するように設計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需
要が増加し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、これ
らの改善は、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能で
あるべきである。
【０００４】
　[0004]チャネル状態フィードバック目的のために使用され得る、基準信号送信（たとえ
ば、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ：channel state information reference 
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signal）の識別は、ユーザ機器（ＵＥ）における関係情報（たとえば、サブフレーム構成
、リソース構成、仮想セル識別情報（ＶＣＩＤ：virtual cell identity）、アンテナポ
ートの数など）の欠如により、困難であり得る。したがって、ＵＥは、現在、非サービン
グセルからのＣＳＩ－ＲＳ送信を識別するためにブラインドＣＳＩ－ＲＳ検出を実行する
。したがって、ＵＥにおける非サービングセルからのＣＳＩ－ＲＳ送信の改善された識別
に対する要望がある。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]以下で、１つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様の
簡略化された概要を提示する。この概要は、すべての企図された態様の包括的な概観では
なく、すべての態様の主要または重要な要素を識別するものでも、いずれかまたはすべて
の態様の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示するより詳細な説明の
導入として、１つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示することで
ある。
【０００６】
　[0006]１つまたは複数の態様およびそれの対応する開示に従って、通信デバイス（たと
えば、ユーザ機器（ＵＥ））によって受信された干渉信号中に存在し得る、チャネル状態
情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）送信など、基準信号送信の識別を改善することに関して様
々な態様について説明する。これらの干渉信号は、複数のＭＩＭＯレイヤ中で送信し得る
、サービング基地局から、または非サービング基地局から発生し得る。一例では、通信デ
バイス（たとえば、ＵＥ）は、基準信号送信を識別することに関係する１つまたは複数の
制限を識別するように装備される。ＵＥは、１つまたは複数の識別された制限に少なくと
も部分的に基づいて干渉信号中の１つまたは複数の基準信号送信を検出することができ、
１つまたは複数の目的のために基準信号を処理することができる。
【０００７】
　[0007]関係する態様によれば、ＵＥにおける基準信号送信の識別を改善するための方法
が提供される。本方法は、１つまたは複数の干渉信号中の基準信号送信に関係する１つま
たは複数の制限を識別することを含む。１つまたは複数の制限に少なくとも部分的に基づ
いて、１つまたは複数の基準信号送信は干渉信号内で検出され得る。ＵＥは、次いで、サ
ービング基地局との通信を改善するために１つまたは複数の基準信号送信を処理し得る。
【０００８】
　[0008]別の例では、ＵＥにおける基準信号送信の識別を改善するための装置が提供され
る。本装置は、メモリと、メモリに結合され、様々な機能を実行するように構成された少
なくとも１つのプロセッサとを含む。機能は、１つまたは複数の干渉信号中の基準信号送
信に関係する１つまたは複数の制限を識別することを含むことができる。少なくとも１つ
のプロセッサはまた、１つまたは複数の制限に少なくとも部分的に基づいて、１つまたは
複数の干渉信号中で受信された１つまたは複数の基準信号送信を検出するように構成され
る。さらに、少なくとも１つのプロセッサは、サービング基地局との通信を改善するため
に、１つまたは複数の非サービングセルに関して受信された１つまたは複数の基準信号送
信を処理するように構成される。
【０００９】
　[0009]さらなる一例では、ＵＥにおける基準信号送信の識別を改善するための装置が提
供される。本装置は、１つまたは複数の干渉信号中の基準信号送信に関係する１つまたは
複数の制限を識別するための手段を含む。１つまたは複数の制限を使用して、本装置はま
た、１つまたは複数の干渉信号中で受信された１つまたは複数の基準信号送信を検出する
ための手段を含む。さらに、本装置は、サービング基地局との通信を改善するために、１
つまたは複数の干渉信号中で受信された１つまたは複数の基準信号送信を処理するための
手段を含む。
【００１０】
　[0010]また別の例では、ＵＥにおける基準信号送信の識別を改善するための、非一時的
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コンピュータ可読媒体に記憶された、コンピュータプログラム製品が提供される。本コン
ピュータプログラム製品は、１つまたは複数の干渉信号中の基準信号送信に関係する１つ
または複数の制限を識別することを少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのコー
ドを備える。本コンピュータプログラム製品はまた、１つまたは複数の制限に少なくとも
部分的に基づいて、１つまたは複数の干渉信号中で受信された１つまたは複数の基準信号
送信を検出することを少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのコードを含む。基
準信号送信を検出することに基づいて、サービング基地局との通信を改善するために、１
つまたは複数の干渉信号中で受信された１つまたは複数の基準信号送信を処理することを
少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのコードも本コンピュータプログラム製品
中に含まれる。
【００１１】
　[0011]上記および関係する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下で十
分に説明し、特に特許請求の範囲で指摘する特徴を備える。以下の説明および添付の図面
に、１つまたは複数の態様のいくつかの例示的な特徴を詳細に記載する。ただし、これら
の特徴は、様々な態様の原理が採用され得る様々な方法のうちのほんのいくつかを示すも
のであり、この説明は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物を含むものとする
。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】[0012]ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】[0013]アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】[0014]第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）ロングタームエボリ
ューション（ＬＴＥ）におけるダウンリンク（ＤＬ）フレーム構造の一例を示す図。
【図４】[0015]ＬＴＥにおけるアップリンク（ＵＬ）フレーム構造の一例を示す図。
【図５】[0016]ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチ
ャの一例を示す図。
【図６】[0017]アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す
図。
【図７Ａ】[0018]サービングセルに干渉する非サービングセルをもつアクセスネットワー
クの一例を示す図。
【図７Ｂ】[0019]１つのレイヤにおいて、他のレイヤにおいて提供される通信に干渉し得
るサービングセルをもつアクセスネットワークの一例を示す図。
【図８】[0020]様々な基準信号を受信することを含むワイヤレス通信の例示的な態様を示
す図。
【図９】[0021]１つまたは複数の基準信号を検出することを含むワイヤレス通信の例示的
な方法のフローチャート。
【図１０】[0022]１つまたは複数の基準信号を検出するためのシステムの例示的な態様を
示す図。
【図１１】[0023]１つまたは複数の基準信号を送信することを含むワイヤレス通信の例示
的な方法のフローチャート。
【図１２】[0024]１つまたは複数の基準信号を送信するためのシステムの例示的な態様を
示す図。
【図１３】[0025]本明細書で説明する態様による、処理システムを採用する装置のための
ハードウェア実装形態の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　[0026]添付の図面に関して以下に記載する発明を実施するための形態は、様々な構成を
説明するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものでは
ない。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳
細を含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業
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者には明らかであろう。いくつかの事例では、そのような概念を不明瞭にしないように、
よく知られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００１４】
　[0027]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示
する。これらの装置および方法について、以下の発明を実施するための形態において説明
し、（「要素」と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ
、プロセス、アルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハード
ウェア、コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得
る。そのような要素がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実装される
かは、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。
【００１５】
　[0028]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイ
ス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわた
って説明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがある。処
理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェア
は、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述
言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラ
ムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、
ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オ
ブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると広く解
釈されたい。
【００１６】
　[0029]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。
ソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、ある
いはコンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る
。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯ
Ｍまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージ
デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または
記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を
備えることができる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、
コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディ
スク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、およびフロッピー（登録商
標）ディスク（disk）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、デ
ィスク（disc）は、データをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可
読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００１７】
　[0030]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャを示す図である。ＬＴＥネットワー
クアーキテクチャは発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet System）１００
と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）１０２と
、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evolved UMTS Ter
restrial Radio Access Network）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ：Evolved Pac
ket Core）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber Server）１２０と
、事業者のＩＰサービス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互
接続することができるが、簡単のために、それらのエンティティ／インターフェースは図
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示していない。図示のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業者が容
易に諒解するように、本開示全体にわたって提示される様々な概念は、回線交換サービス
を提供するネットワークに拡張され得る。
【００１８】
　[0031]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを含
む。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーン
プロトコル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、バックホール（たとえば、Ｘ２インターフ
ェース）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ｅＮＢ１０６は、基地局、トランシ
ーバ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（
ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）
、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に
ＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例としては、セルラーフォン
、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protocol
）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マル
チメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３
プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、または任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０
２は、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤ
レスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス
通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワ
イヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアン
ト、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。
【００１９】
　[0032]ｅＮＢ１０６はＳ１インターフェースによってＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰ
Ｃ１１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１１
２と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、パケットデータネットワ
ーク（ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲートウェイ１１８とを含む。ＭＭＥ１１２は、
ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して、
ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービング
ゲートウェイ１１６を通して転送され、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲー
トウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８はＵＥのＩＰアドレス割振りな
らびに他の機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８は事業者のＩＰサービス１２２に接
続される。事業者のＩＰサービス１２２は、インターネットと、イントラネットと、ＩＰ
マルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）と、ＰＳストリーミ
ングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）とを含み得る。
【００２０】
　[0033]ＵＥ１０２はまた、（たとえば、ｅＮＢ１０６との通信を改善するために）１つ
または複数の送信の１つまたは複数の制限に基づいて他のｅＮＢ１０８からそれらの送信
を検出するための様々な構成要素を含む、図１０に関して以下で説明する装置１００２を
含むことができる。さらに、たとえば、他のｅＮＢ１０８は、ＵＥ１０２における信号の
検出可能性を改善するために１つまたは複数の制限に従って信号を送信するための様々な
構成要素を含む、図１２に関して以下で説明する装置１２０２を含むことができる。さら
に、たとえば、制限付き送信は、本明細書で説明するように、チャネル状態情報基準信号
（ＣＳＩ－ＲＳ）など、基準信号を指すことがある。
【００２１】
　[0034]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００はいくつかのセルラ
ー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２０
８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。よ
り低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、スモールセル（たとえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ
：home eNB）などのフェムトセル、ピコセル、マイクロセル、またはリモートラジオヘッ



(10) JP 6246930 B2 2017.12.13

10

20

30

40

50

ド（ＲＲＨ：remote radio head）など）であり得る。したがって、本明細書で使用する
「スモールセル」という用語は、アクセスポイントまたはアクセスポイントの対応するカ
バレージエリアを指すことがあり、ここで、この場合のアクセスポイントは、たとえば、
マクロネットワークアクセスポイントまたはマクロセルの送信電力あるいはカバレージエ
リアと比較して、比較的低い送信電力あるいは比較的小さいカバレージを有する。たとえ
ば、マクロセルは、限定はしないが、半径数キロメートルなど、比較的大きい地理的エリ
アをカバーし得る。対照的に、スモールセルは、限定はしないが、自宅、建築物、または
建築物のフロアなど、比較的小さい地理的エリアをカバーし得る。したがって、スモール
セルは、限定はしないが、基地局（ＢＳ）、アクセスポイント、フェムトノード、フェム
トセル、ピコノード、マイクロノード、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノ
ードＢ（ＨＮＢ：home Node B）またはホーム発展型ノードＢ（ＨｅＮＢ：home evolved 
Node B）などの、装置を含み得る。したがって、本明細書で使用する「スモールセル」と
いう用語は、マクロセルと比較して比較的低い送信電力および／または比較的小さいカバ
レージエリアセルを指す。さらに、マクロセル基地局１０４およびスモールセル基地局１
０６はまた、ワイヤレスネットワークへのアクセスをＵＥに与えることを可能にするため
に、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ：radio network controller）またはワイヤ
レスネットワークの他のネットワーク構成要素（図示せず）に接続される。
【００２２】
　[0035]マクロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２
中のすべてのＵＥ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与えるように構成される
。アクセスネットワーク２００のこの例において示されている集中型コントローラはない
が、代替構成では集中型コントローラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御
、承認制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲー
トウェイ１１６への接続性を含む、すべての無線関係機能を担当する。さらに、たとえば
、ＵＥ２０６は、ＵＥ１０２、あるいは信号を送信する際にｅＮＢによって使用される１
つまたは複数の制限に基づいて信号送信を検出するための様々な構成要素を含む装置１０
０２を含むことができる。ｅＮＢ２０４は、他のｅＮＢ１０８、あるいはそれの検出可能
性を向上させるために１つまたは複数の制限に従って信号を送信するための構成要素を含
む装置１２０２を含むことができる。
【００２３】
　[0036]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複
信（ＦＤＤ：frequency division duplexing）と時分割複信（ＴＤＤ：time division du
plexing）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡ
がＵＬ上で使用される。当業者が以下の詳細な説明から容易に諒解するように、本明細書
で提示する様々な概念はＬＴＥ適用例に好適である。ただし、これらの概念は、他の変調
および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例として、これ
らの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Data O
ptimized）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）
に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部と
して第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnersh
ip Project 2）によって公表されたエアインターフェース規格であり、移動局にブロード
バンドインターネットアクセスを提供するためにＣＤＭＡを採用する。これらの概念はま
た、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－ＳＣＤＭＡなどのＣＤＭＡの
他の変形態とを採用するユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terres
trial Radio Access）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ
（登録商標）：Global System for Mobile Communications）、ならびに、ＯＦＤＭＡを
採用する、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗ
ｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ
８０２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、
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ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２
０００およびＵＭＢは３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実際のワ
イヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課される全体的
な設計制約に依存することになる。
【００２４】
　[0037]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信
ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化
は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デ
ータストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、
または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥに送信され得る。これは、各
データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のスケーリ
ングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコーディング
された各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディングされ
たデータストリームは、異なる空間シグネチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ２０６
に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々がそのＵＥ２０６に宛て
られた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上で、各Ｕ
Ｅ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、これにより、
ｅＮＢ２０４は、空間的にプリコーディングされた各データストリームのソースを識別す
ることが可能になる。
【００２５】
　[0038]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通した送信のための
データを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにおい
て良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルスト
リームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００２６】
　[0039]以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様について、ＤＬ上で
ＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関して説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシン
ボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトラム拡散（spread-s
pectrum）技法である。サブキャリアは正確な周波数で離間される。離間は、受信機がサ
ブキャリアからデータを復元することを可能にする「直交性（orthogonality）」を与え
る。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間干渉をなくすために、ガードインターバル（たと
えば、サイクリックプレフィックス）が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高
いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を補償するために、
ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００２７】
　[0040]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。たとえ
ば、本明細書で説明する、ＵＥ１０２または装置１００２などの、ＵＥ、ならびに／ある
いは、ｅＮＢ１０６、他のｅＮＢ１０８、または装置１２０２などの、ｅＮＢは、ワイヤ
レスネットワークにおいて通信する際に、本明細書で説明するフレーム構造を使用するこ
とができる。フレーム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され
得る。各サブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロ
ットを表すためにリソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロック
を含む。リソースグリッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソースブ
ロックは、周波数領域中に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシン
ボル中のノーマルサイクリックプレフィックスについて、時間領域中に７個の連続するＯ
ＦＤＭシンボル、すなわち８４個のリソース要素を含んでいる。拡張サイクリックプレフ
ィックスについて、リソースブロックは、時間領域中に６個の連続するＯＦＤＭシンボル
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を含んでおり、その結果、合計７２個のリソース要素が生じる。Ｒ３０２、３０４として
示されるリソース要素のいくつかはＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ：DL reference signal）
を含む。ＤＬ－ＲＳは、ＣＳＩ－ＲＳなどの、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固
有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-specifi
c RS）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣ
Ｈ：physical DL shared channel）がマッピングされるリソースブロック上でのみ送信さ
れる。各リソース要素によって搬送されるビット数は変調方式に依存する。したがって、
ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレ
ートは高くなる。
【００２８】
　[0041]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。たとえ
ば、本明細書で説明する、ＵＥ１０２または装置１００２などの、ＵＥ、ならびに／ある
いは、ｅＮＢ１０６、他のｅＮＢ１０８、または装置１２０２などの、ｅＮＢは、ワイヤ
レスネットワークにおいて通信する際に、本明細書で説明するフレーム構造を使用するこ
とができる。ＵＬのための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セク
ションとに区分され得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形
成され得、構成可能なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御
情報を送信するためにＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中
に含まれないすべてのリソースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、単一のＵＥが
データセクション中の連続サブキャリアのすべてを割り当てられることを可能にし得る、
連続サブキャリアを含むデータセクションを生じる。
【００２９】
　[0042]ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブロ
ック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられ得る。ＵＥは、ｅＮＢにデータを送信するために
、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂをも割り当てられ得る。Ｕ
Ｅは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル（
ＰＵＣＣＨ：physical UL control channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、デー
タセクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣ
Ｈ：physical UL shared channel）中でデータのみまたはデータと制御情報の両方を送信
し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、周波数上でホッピング
し得る。
【００３０】
　[0043]初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：
physical random access channel）４３０中でＵＬ同期を達成するために、リソースブロ
ックのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いか
なるＵＬデータ／シグナリングも搬送することができない。各ランダムアクセスプリアン
ブルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネ
ットワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、あ
る時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨには
ない。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレー
ムのシーケンス中で搬送され、ＵＥはフレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試み
のみを行うことができる。
【００３１】
　[0044]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。たとえば、本明細書で説明する、ＵＥ
１０２または装置１００２などの、ＵＥ、ならびに／あるいは、ｅＮＢ１０６、他のｅＮ
Ｂ１０８、または装置１２０２などの、ｅＮＢは、ワイヤレスネットワークにおいて通信
する際に、本明細書で説明する無線プロトコルアーキテクチャを使用することができる。
ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは、レイヤ１と、レイヤ２と、
レイヤ３との３つのレイヤとともに示されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイ
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ヤであり、様々な物理レイヤ信号処理機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レ
イヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物
理レイヤ５０６を介したＵＥとｅＮＢとの間のリンクを担当する。
【００３２】
　[0045]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終
端される、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と、無
線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータコン
バージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サブレ
イヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１１
８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端（た
とえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイヤと
を含めてＬ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００３３】
　[0046]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するための上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイヤ
５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよびリアセンブリと、紛失
データパケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic r
epeat request）による、順が狂った受信を補正するためのデータパケットの並べ替えと
を行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多
重化を行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つのセル中の様々な無線リソ
ース（たとえば、リソースブロック）を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１
０はまたＨＡＲＱ動作を担当する。
【００３４】
　[0047]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは
、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ
２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイ
ヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を含む
。ＲＲＣサブレイヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと
、ｅＮＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担
当する。
【００３５】
　[0048]図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブ
ロック図である。たとえば、本明細書で説明するように、ＵＥ６５０はＵＥ１０２または
装置１００２に対応することができ、ならびに／あるいは、ｅＮＢ６１０は、ｅＮＢ１０
６、他のｅＮＢ１０８、または装置１２０２に対応することができる。ＤＬでは、コアネ
ットワークからの上位レイヤパケットがコントローラ／プロセッサ６７５に与えられる。
コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤの機能を実装する。ＤＬでは、コントロー
ラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリックに基づいて、ヘッダ圧縮と、暗号化と
、パケットのセグメンテーションおよび並べ替えと、論理チャネルとトランスポートチャ
ネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０への無線リソース割振りとを行う。コントローラ／プ
ロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送信と、ＵＥ６５０へのシグ
ナリングとを担当する。
【００３６】
　[0049]送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
の様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（
ＦＥＣ：forward error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキー
イング（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ
：quadrature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-s
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hift keying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation）
）に基づく信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディング
とインターリービングとを含む。コーディングされ変調されたシンボルは、次いで並列ス
トリームに分割される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ
、時間領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化さ
れ、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用し
て互いに合成されて、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルが生
成される。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリ
コーディングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディングおよ
び変調方式を決定するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値
は、ＵＥ６５０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバック
から導出され得る。各空間ストリームは、次いで、別個の送信機６１８ＴＸを介して異な
るアンテナ６２０に与えられる。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ス
トリームでＲＦキャリアを変調する。
【００３７】
　[0050]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６はＬ１レ
イヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てられ
た任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行する。複数の空
間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって単
一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで、高
速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を使用してＯＦＤＭシンボルストリ
ームを時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャ
リアごとに別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと
基準信号とは、ｅＮＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号コンスタレーシ
ョンポイントを決定することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネ
ル推定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物
理チャネル上でｅＮＢ６１０によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元するた
めに復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いでコントローラ
／プロセッサ６５９に与えられる。
【００３８】
　[0051]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。メ
モリ６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントローラ／プ
ロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、解読
（decipher）と、ヘッダ復元（decompression）と、制御信号処理とを行う。上位レイヤ
パケットは、次いで、Ｌ２レイヤの上のすべてのプロトコルレイヤを表すデータシンク６
６２に与えられる。また、様々な制御信号がＬ３処理のためにデータシンク６６２に与え
られ得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために
肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出
を担当する。
【００３９】
　[0052]ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイ
ヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のすべて
のプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に
、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテ
ーションおよび並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づく論理チャネ
ルとトランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよ
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び制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた
、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送信と、ｅＮＢ６１０へのシグナリングとを担当す
る。
【００４０】
　[0053]ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネ
ル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方
式を選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８
によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別
個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられる。各送信機６５４ＴＸ
は、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４１】
　[0054]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法
でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ
６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情
報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤ
を実装し得る。
【００４２】
　[0055]コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ得
る。メモリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントロー
ラ／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、解読
と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位
レイヤパケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５は
また、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使
用した誤り検出を担当する。いくつかの態様では、図１０のモジュール１００４、１００
６、および１００８に関して説明する機能および／または動作の一部または全部が、ＵＥ
６５０の構成要素のうちの１つまたは複数において実行および／また実装され得る。
【００４３】
　[0056]図７Ａは、関連するサービングセル７０２中のｅＮＢ７０４と通信する際に信号
７０８を送信または受信するＵＥ７０６に、１つまたは複数の近隣セル７１０、７１６が
干渉を与え得る、アクセスネットワーク７００の一例を示す図である。一態様では、非サ
ービングセル７１０、７１６から検出された干渉は、セル７１０、７１６を与えるｅＮＢ
７１２、７１８から送信された１つまたは複数の信号７１４によって生成され得る。さら
に、アクセスネットワーク７００は、ＵＥ７０６と通信する際に信号７２２を送信または
受信し、ならびに／あるいはｅＮＢ７０４と通信する際に信号７２４を送信または受信す
る、１つまたは複数の他のＵＥ７２０を含み得る。また、たとえば、本明細書で説明する
ように、ＵＥ７２０はＵＥ１０２または装置１００２を含むことができ、ならびに／ある
いは、ｅＮＢ７０４、７１２、７１８は、ｅＮＢ１０６、他のｅＮＢ１０８、または装置
１２０２を含むことができる。さらに、追加のＵＥ（図示せず）は、一例では、セル７１
０、７１６中で、ＵＥ７０６への干渉を引き起こし得る信号７１４などの、ｅＮＢ７１２
、７１８からの通信を受信するためにｅＮＢ７１２、７１８と通信し得る。
【００４４】
　[0057]動作可能な態様では、ＵＥ７０６は、サービングセルを与えるｅＮＢ７０４と、
非サービングセルを与える１つまたは複数のｅＮＢ７１２、７１８とを含む、複数のｅＮ
Ｂから受信された信号７０８、７１４を処理し、分析するように構成され得る。一態様で
は、信号７０８、７１４は、ＵＥ７０６が、ｅＮＢ７０４、７１２、７１８のうちの１つ
または複数のためのシステムリリースバージョン情報などの、ｅＮＢ７０４、７１２、７
１８に関する情報を決定するのを支援することができる情報を含み得る。一態様では、Ｕ
Ｅ７０６は、システム情報ブロック（ＳＩＢ：system information block）構造に基づい
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てシステムリリース情報を検出し得る。たとえば、ＳＩＢ１／２では、リリース固有情報
（たとえば、後のリリースバージョン（たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ．１０およびそれ以降
）のために定義された追加のシグナリング構造）があり得る。別の態様では、ＵＥ７０６
は、様々なリリース固有特徴を検出し、検出された特徴に基づいてシステムリリースバー
ジョンを決定し得る。たとえば、そのような特徴は、限定はしないが、ＣＳＩ－ＲＳ、キ
ャリアタイプ、発展型物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ：evolved physical
 downlink control channel）、送信モード（ＴＭ：transmission mode）、オールモスト
ブランクサブフレーム（ＡＢＳ：almost blank sub-frame）構成、非周期サウンディング
基準信号（ＳＲＳ：Sounding Reference Signal）、キャリアアグリゲーションなどを含
み得る。
【００４５】
　[0058]ＣＲＩ－ＲＳに関して、ＵＥ７０６は、ＣＳＩ－ＲＳの存在を検出することを試
み得る。ＵＥ７０６が信号７０８、７１４のうちのいずれか中でＣＳＩ－ＲＳを検出した
場合、シグナリングを送信するｅＮＢはＬＴＥ　Ｒｅｌ．１０またはそれ以降を使用して
いる。ＣＲＩ－ＲＳが存在するとＵＥ７０６が決定すると、ＵＥ７０６は、エネルギー検
出のためのブラインド送信タイプ検出（ＢＴＴＤ：blind transmission type detection
）を使用し得る。そのような態様では、Ｒｅｌ－１０ベースのシーケンスマッピングを仮
定することによって、ＵＥ７０６は、信号がＲｅｌ－１０に対応するか、Ｒｅｌ－１１に
対応するかを導出し得る。たとえば、Ｒｅｌ－１１では、ロケーションにおける強いＣＳ
Ｉ－ＲＳトーンがある場合、およびエネルギーが検出されない場合、仮想セル識別子（Ｖ
ＣＩＤ：virtual cell identifier）が使用中であり得る。
【００４６】
　[0059]キャリアタイプ検出に関して、ＵＥ７０６は、セル７１０、７１６が、使用して
いるより新しいキャリアであるのかレガシーキャリアであるのかを検出し得る。そのよう
な態様では、ＵＥは、制御フォーマット情報（たとえば、物理制御フォーマットインジケ
ータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：physical control format indicator channel）など）が
存在するかどうかを検出し得、および／またはいくつかのサブフレーム内でＣＲＳが存在
するサブフレームの数（たとえば、５つのサブフレーム）を検出し得る。したがって、制
御フォーマット情報の存在または不在、ならびに／あるいはサブフレーム持続時間中のＣ
ＲＳの数に基づいて、ＵＥは、セルが、より新しいキャリアを使用しているのか、レガシ
ーキャリアを使用しているのかを決定し得る。
【００４７】
　[0060]ｅＰＤＣＣＨ検出に関して、ＵＥ７０６は、１つの物理リソースブロック（ＰＲ
Ｂ：physical resource block）内での非一様送信がｅＰＤＣＣＨ送信の存在を示し得る
と決定し得る。別の態様では、ＵＥ７０６は、コーディング方式に基づいてｅＰＤＣＣＨ
を検出し得、ここで、ｅＰＤＣＣＨは畳み込みコーディングを使用し、ＰＤＳＣＨはター
ボコーディングを使用する。
【００４８】
　[0061]別の随意の態様では、ＵＥ７０６は、システムリリースバージョン情報を検出す
るためにフィルタ処理（たとえば、長期フィルタ処理）を使用し得る。そのような態様で
は、ＵＥ７０６は、ある時間期間および／または複数のリソースブロック（ＲＢ）にわた
ってシステムリリースバージョン情報を検出し得る。ＵＥ７０６は、１つのセルからのＵ
Ｅ－ＲＳ使用の可能性を推定し、フィルタ処理し、ＢＴＴＤアルゴリズムをバイアスする
ためにその情報を使用し得る。さらに、ＵＥ７０６は、送信モード（ＴＭ）使用の可能性
を推定し、フィルタ処理し、ブラインド空間方式検出器（ＢＳＳＤ：blind spatial sche
me detector）および／またはランク１検出器をバイアスするためにその情報を使用し得
る。またさらに、ＵＥ７０６は、タイプ２分散リソース割振りの可能性を推定し、フィル
タ処理し、トラフィック対パイロット比（ＴＰＲ：traffic to pilot ratio）アルゴリズ
ム、ＢＴＴＤ、ＢＳＳＤなど、またはそれらの任意の組合せのためにその情報を使用し得
る。別の態様では、ＲＢバンドリングの存在を識別するために、フィルタ処理情報が使用
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され得る。たとえば、ＵＥが、プリコーディング行列インジケータ／ランクインジケータ
（ＰＭＩ／ＲＩ：pre-coding matrix indicator / rank indicator）フィードバックを用
いるＴＭ９を使用するように構成される場合、プリコーディングは周波数領域中の複数の
ＲＢにわたって構成されると仮定され得る。したがって、ＲＢバンドリングの存在および
それに関連付けられた情報を決定するために、長期フィルタ処理技法が使用され得る。こ
の決定されたバンドリング情報は、ＢＴＴＤ（たとえば、ＵＥ－ＲＳ検出）を助けるため
に使用され得る。
【００４９】
　[0062]別の随意の態様では、複数のＵＥ７０６、７２０は、非サービングセルを与える
１つまたは複数のｅＮＢ７１２、７１８のためのシステムリリース情報特徴を決定するた
めに協働し得る。一態様では、各ＵＥ７０６、７２０は、１つまたは複数のｅＮＢ７１２
、７１８のためのシステムリリースバージョン情報を独立して決定し得る。この情報は、
情報をアグリゲートする、「融合センター（fusion center）」など、集中型エンティテ
ィに送られ得る。この融合センターは、ｅノードＢ、ＵＥなどの中に常駐し得る。融合セ
ンターは、改善された決定を生成するために様々なソースからこれらの個々の決定をアグ
リゲートし得る。融合センターは、次いで、ＵＥが、次いで情報にアクセスするために使
用する、ＳＩＢを介してこの情報を（たとえば、１つまたは複数のセルに）ブロードキャ
ストし得る。別の態様では、各ＵＥ７０６、７２０は、１つまたは複数のｅＮＢ７１２、
７１８のためのシステムリリースバージョン情報を独立して決定し得る。ＵＥ７０６、７
２０は、信号７２２においてこの情報を近隣ＵＥ７０６、７２０に通信（たとえば、ブロ
ードキャスト）し得る。その後、近隣ＵＥ７０６、７２０は、受信された情報をローカル
で組み合わせることができ、組み合わせられた情報をブロードキャストする。したがって
、１つまたは複数のヒアリング組合せブロードキャスト反復の後、反復コンセンサス結果
に達し得る。
【００５０】
　[0063]別の態様では、ＵＥ７０６は、ｅＮＢ７１２、７１８のうちの１つまたは複数の
ためのアップリンクおよび／またはダウンリンクサブフレーム情報を検出し得る。ＵＥ７
０６は、ＵＬ送信、ＤＬ受信など、またはそれらの任意の組合せによる干渉を、どのよう
に消去すべきか／消去すべきかどうかを決定するのを支援するために、この情報を使用し
得る。
【００５１】
　[0064]さらに別の随意の態様では、ＵＥ７０６は、１つまたは複数の他の関係するｅＮ
Ｂ（たとえば、ｅＮＢ７１２、７１８）のためのシステムリリース情報を決定するか、識
別するか、あるいは取得するために、ｅＮＢ（たとえば、ｅＮＢ７０４）に関連付けられ
た情報を使用し得る。たとえば、ｅＮＢ７０４がＲｅｌ－１０を使用しているとＵＥ７０
６が決定した場合、ＵＥ７０６は、協働ｅＮＢもＲｅｌ－１０またはＬＴＥのより新しい
バージョンを使用していることを推論し得る。さらに、本明細書でさらに説明するように
、ｅＮＢ７１２、７１８は、ＵＥ７０６または他のＵＥがＣＳＩ－ＲＳを検出するのを支
援するために、１つまたは複数の制限に従って複数のセルレイヤ中でＣＳＩ－ＲＳを送信
し得る。
【００５２】
　[0065]図７Ｂは、サービングセルが、異なるＭＩＭＯレイヤを採用する複数のＵＥと通
信する、アクセスネットワーク７５０の一例を示す図である。したがって、ＵＥ７５６の
ためのサービングセルを与えるｅＮＢ７５４は、１つまたは複数のＭＩＭＯレイヤにわた
って、ｅＮＢ７５４と通信するときに信号７５８を送信または受信するＵＥ７５６への干
渉をも与え得る。アクセスネットワーク７５０はまた、上記で説明したように干渉信号７
６４を送信することもある、非サービングセル７６０、７６６をそれぞれ与えるｅＮＢ７
６２、７６８を含み得る。本明細書で説明するように、ＵＥ７５６は、ＭＩＭＯ対応ＵＥ
であり得、ＵＥ１０２または装置１００２を含み得、ならびに／あるいは、ｅＮＢ７５４
、７６２、７６８は、ｅＮＢ１０６、他のｅＮＢ１０８、または装置１２０２を含むこと
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ができる。さらに、追加のＵＥ（図示せず）は、一例では、セル７５２、７６０、７６６
中で、ＵＥ７５６への干渉を引き起こし得る信号７６４などの、ｅＮＢ７５４、７６２、
７６８からの通信を受信するために、ｅＮＢ７５４、７６２、７６８と通信し得る。
【００５３】
　[0066]たとえば、ｅＮＢ７５４は、複数のレイヤにおいて複数の通信セルを与えるため
の複数のアンテナリソースを含むことができる。したがって、たとえば、セル７５２は、
ＭＩＭＯ通信において、ＵＥ７５６のためのサービングセルを与えるサービングセルレイ
ヤ、およびｅＮＢ７５４の他のアンテナリソースによって与えられる１つまたは複数の非
サービングセルレイヤなど、複数のレイヤを含むことができる。単一のセル７５２が示さ
れているが、複数のセルレイヤは、同じ、同様の、または異なる地理的カバレージエリア
を有する異なるセルと見なされ得る。この点について、セル７５２内のｅＮＢ７５４によ
って非サービングセルレイヤ上で送信されたいくつかの信号７６４は、ＵＥ７５６と、ｅ
ＮＢ７５４によって与えられたサービングセルレイヤとの間の信号７５８への干渉を引き
起こし得る。
【００５４】
　[0067]動作可能な態様では、ＵＥ７５６は、複数のｅＮＢから受信された信号７５８、
７６４、ならびに／あるいは、ｅＮＢ７５４を含む、ｅＮＢのうちの１つまたは複数によ
って与えられた複数のレイヤを処理し、分析するように構成され得る。一態様では、信号
７５８、７６４は、ＵＥ７０６が、ｅＮＢ７５４、７６２、７６８のうちの１つまたは複
数のためのシステムリリースバージョン情報など、ｅＮＢ７５４、７６２、７６８または
関係するセル（またはＭＩＭＯ中のセルレイヤ）に関する情報を決定するのを支援するこ
とができる情報を含み得る。一態様では、ＵＥ７５６は、システム情報ブロック（ＳＩＢ
）構造に基づいてシステムリリース情報を検出し得る。たとえば、ＳＩＢ１／２では、リ
リース固有情報（たとえば、後のリリースバージョンのために定義された追加のシグナリ
ング構造）があり得る。別の態様では、ＵＥ７５６は、様々なリリース固有特徴を検出し
、検出された特徴に基づいてシステムリリースバージョンを決定し得る。たとえば、その
ような特徴は、上記で説明したように、限定はしないが、ＣＳＩ－ＲＳ、キャリアタイプ
、発展型物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）、送信モード（ＴＭ）、オール
モストブランクサブフレーム（ＡＢＳ）構成、非周期サウンディング基準信号（ＳＲＳ）
、キャリアアグリゲーションなどを含み得る。さらに、本明細書でさらに説明するように
、ｅＮＢ７５４は、ＵＥ７５６がＣＳＩ－ＲＳを検出するのを支援するために、１つまた
は複数の制限に従って複数のセルレイヤ中でＣＳＩ－ＲＳを送信し得る。
【００５５】
　[0068]図８は、１つまたは複数のｅＮＢ８２２、８３２、８４２が、ＵＥ８０２による
信号の改善された識別を可能にするために、１つまたは複数の制限に少なくとも部分的に
基づいて１つまたは複数の信号８２４、８３４、８４４を送信し得る、アクセスネットワ
ーク８００の一例を示す図である。たとえば、本明細書で説明するように、ＵＥ８０２は
ＵＥ１０２または装置１００２を含むことができ、ならびに／あるいは、ｅＮＢ８１２、
８２２、８３２、８４２は、ｅＮＢ１０６、他のｅＮＢ１０８、または装置１２０２を含
むことができる。さらに、たとえば、１つまたは複数の信号８２４、８３４、８４４は、
チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）などの、基準信号を含むことができる。一態
様では、ＵＥ８０２が、関係するセル８２０、８３０、８４０中で通信していないので、
ｅＮＢ８２２、８３２、８４２からのＣＳＩ－ＲＳ送信８２４、８３４、８４４はＵＥ８
０２に向けられないが、ＵＥ８０２は、関係するセル８２０、８３０、８４０の近くに配
置されていることによってＣＳＩ－ＲＳを受信し得、１つまたは複数の目的のために（た
とえば、ｅＮＢ８１２との通信を改善するために）ＣＳＩ－ＲＳ８２４、８３４、８４４
を検出することを試み得る。
【００５６】
　[0069]ＵＥ８０２は、ＵＥ８０２のサービングセル８１０に関連付けられたｅノードＢ
８１２と通信する際に信号８１４を送信または受信し得る。セル８２０、８３０、８４０
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は、本明細書では非サービングセルと呼ばれるが、干渉セル、近隣セルなどとしても知ら
れていることがある。さらに、複数のセルを与えるｅＮＢは示されていないが、ｅノード
Ｂは、サービングセル８１０ならびに／あるいは１つまたは複数の非サービングセルを含
む、複数のセルを与えることができることを諒解されたい。さらに、本開示では、セルは
、（セル８１０、８２０、８３０、８４０などの）個々の物理セル、単一の仮想セルとし
て定義されるセルのクラスタ、複数のセルを含む多地点協調（ＣｏＭＰ：coordinated mu
lti-point）システム、複数のセルを含む多入力多出力（ＭＩＭＯ）システム、リモート
ラジオヘッド（ＲＲＨ）システム、および／または協働セルの他のグループなどを含み得
る。
【００５７】
　[0070]ＣＳＩ－ＲＳについて、概して、通信リンクのいくつかのチャネル特性を示すた
めに使用される基準信号として説明し得る。リソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳのために
使用されるリソース要素のセットを含み得る、ＣＳＩ－ＲＳの構造は、セル内で構成され
たＣＳＩ－ＲＳの数に依存し得、異なるセルについて異なり得る。ＣＳＩ－ＲＳは、ＣＳ
Ｉ－ＲＳを検出し、ＣＳＩ－ＲＳを処理するセル内のＵＥが、個々の物理セル中であろう
と、上記で説明したように構成されたセルの組合せ中であろうと、関係するチャネルにわ
たってそれぞれのセル８１０、８２０、８３０、８４０中のｅＮＢ８１２、８２２、８３
２、８４２と通信するための情報を決定することを可能にするために、各所与のセルのた
めのｅＮＢ８１２、８２２、８３２、８４２によって周期的に送信される。
【００５８】
　[0071]一態様では、ＵＥ８０２はまた、信号８１４だけでなく、サービングセル８１０
を与えるｅＮＢ８１２と、非サービングセル８２０、８３０、８４０を与える１つまたは
複数のｅＮＢ８２２、８３２、８４２とを含む、複数のｅＮＢから受信された信号８２４
、８３４、８４４をも処理し、分析するように構成され得る。たとえば、ＵＥ８０２は、
セル８２０中でＵＥに向けられた信号８２４を送信するｅＮＢ８２２、セル８３０中でＵ
Ｅに向けられた信号８３４を送信するｅＮＢ８３２、またはセル８４０でＵＥに向けられ
た信号８４４を送信するｅＮＢ８４２（たとえば、および／または他の与えられた非サー
ビングセル中で信号を送信するｅＮＢ８１２）のうちの１つまたは複数から干渉を受け得
る。さらに、アクセスネットワーク８００は、１つまたは複数のセル８１０、８２０、８
３０、８４０内に配置され得る追加のＵＥ（図示せず）を含み得、所与のセル内の対象と
する信号８１４、８２４、８３４、８４４をそれぞれ受信し得る。
【００５９】
　[0072]一態様では、ｅＮＢ８２２、８３２、８４２は、たとえば、ＵＥ８０２、または
それぞれのセルの外部で信号を受信する他のＵＥにおける信号８２４、８３４、８４４の
検出可能性を改善するために、１つまたは複数の制限に少なくとも部分的に基づいてＣＳ
Ｉ－ＲＳ信号８２４、８３４、８４４を送信し得る。ＵＥ８０２は、非サービングセル（
たとえば、セル８２０、８３０、８４０、それらのセルの組合せなど）のチャネルを推定
すること、ＣＳＩ－ＲＳ信号８２４、８３４、８４４によってサービングセル中のｅＮＢ
８１２からの通信に対して引き起こされる干渉を消去すること、非サービングネイバーセ
ル（たとえば、セル８２０、８３０、８４０、それらのセルの組合せなど）のＶＣＩＤを
決定すること、（たとえば、コードワードレベル干渉消去において）レートマッチングが
行われるリソース要素ロケーションを決定することなどを行うために、検出されたＣＳＩ
－ＲＳ信号８２４、８３４、８４４を使用することができる。したがって、ＵＥ８０２に
おけるＣＳＩ－ＲＳ信号８２４、８３４、８４４の検出を改善することは、ｅＮＢ８１２
と通信することの効率性または有効性を改善することができる。
【００６０】
　[0073]信号８２４、８３４、８４４の検出可能性を改善するための１つまたは複数の制
限は、たとえば、ある時間期間にわたって（たとえば、所与のセルにおいて、クラスタ中
の１つまたは複数のセルのためになど）セルが送信することができるＣＳＩ－ＲＳ送信の
数を限定または低減すること、信号８２４、８３４、８４４を送信するために使用され得
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るアンテナポートの数、またはそれの構成を限定または低減すること、信号８２４、８３
４、８４４によって示され得る、または信号８２４、８３４、８４４が所与のｅＮＢ８２
２、８３２、８４２によって送信される、ＶＣＩＤを制限すること、ある時間期間（たと
えば、サブフレーム）において送信される信号８２４、８３４、８４４の数を限定または
低減すること、データチャネル信号にわたる信号８２４、８３４、８４４の検出を改善す
るためにＴＰＲを限定または低減すること、同じ周波数リソース、サブフレームなどにわ
たる信号８２４、８３４、８４４の異なる送信の間の衝突を回避することなどを含み得る
。
【００６１】
　[0074]一態様では、ＵＥ８０２は、１つまたは複数の非サービングセルからのＣＳＩ－
ＲＳ送信が制限され得ることを識別し得る。たとえば、ＵＥ８０２は、１つまたは複数の
ｅＮＢ８２２、８３２、８４２によってそれぞれ送信された１つまたは複数のＣＳＩ－Ｒ
Ｓ送信８２４、８３４、８４４が制限され得ることを識別し得る。たとえば、ＵＥ８０２
は、ｅＮＢ８２２、８３２、８４２によって利用される、無線技術、またはそれのバージ
ョン、制限を示すｅＮＢ８２２、８３２、８４２からのシグナリング、制限を示すｅＮＢ
８２２、８３２、８４２に関係する事業者ネットワーク上のＵＥ８０２の前の構成などに
少なくとも部分的に基づいて、１つまたは複数の制限を決定することができる。制限を使
用して、ＵＥ８０２は、本明細書でさらに説明するように、それぞれ、ｅＮＢ８２２、８
３２、８４２からのＣＳＩ－ＲＳ８２４、８３４、８４４をより容易に識別することが可
能である。
【００６２】
　[0075]図９および図１０では、本装置および方法の態様は、本明細書で説明するアクシ
ョンまたは機能を実行し得る１つまたは複数のモジュールおよび１つまたは複数の方法に
関して示されている。図９において以下で説明する動作は、特定の順序で、および／また
は例示的なモジュールによって実行されるものとして提示されるが、アクションの順序お
よびアクションを実行するモジュールは、実装形態に応じて変更され得ることを理解され
たい。さらに、以下のアクションまたは機能は、特別にプログラムされたプロセッサ、特
別にプログラムされたソフトウェアまたはコンピュータ可読媒体を実行するプロセッサに
よって、あるいは説明するアクションまたは機能を実行することが可能なハードウェアモ
ジュールおよび／またはソフトウェアモジュールの任意の他の組合せによって実行され得
ることを理解されたい。
【００６３】
　[0076]図９に、本明細書で説明する態様による、１つまたは複数の非サービングセルの
ための１つまたは複数のｅＮＢから基準信号を検出し、処理するための例示的な方法９０
０を示す。態様について、概して、ＣＳＩ－ＲＳに関して説明するが、本明細書で説明す
る態様は、１つまたは複数のＵＥにおける検出および処理を改善するために実質的にすべ
ての基準信号あるいはｅＮＢによって送信される他の信号に適用され得ることを諒解され
たい。図１０に、１つまたは複数のｅＮＢ１０５０、１０５２から受信されたＣＳＩ－Ｒ
Ｓを処理するための例示的な装置１００２を示す。装置１００２は、ワイヤレスネットワ
ークアクセスを受信するために１つまたは複数のｅＮＢ１０５０、１０５２と通信するこ
とができるＵＥまたは同様のデバイス（たとえば、前に説明した、ＵＥ１０２、ＵＥ２０
６、ＵＥ６５０、ＵＥ７０６、ＵＥ８０２など）を含むことができる。
【００６４】
　[0077]方法９００は、ブロック９０２において、１つまたは複数の干渉信号中の基準信
号送信に関係する１つまたは複数の制限を識別することを含む。装置１００２は、１つま
たは複数の制限を識別するための制限付き送信識別モジュール１００４を含む。説明する
ように、一例では、制限付き送信識別モジュール１００４は、装置１００２によるＣＳＩ
－ＲＳの検出可能性を改善することを可能にするために、ＣＳＩ－ＲＳ（または他の基準
信号）送信に関係する１つまたは複数の制限を決定するための情報をプロビジョニングさ
れ得る。制限付き送信識別モジュール１００４は、ハードコード化情報あるいは装置１０
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０２メモリに（たとえば、装置１００２ファームウェア、揮発性または不揮発性メモリ、
加入者識別モジュール（ＳＩＭ：subscriber identity module）カードなどに）永続的に
または半永続的に記憶された情報、（たとえば、１つまたは複数のｅＮＢ１０５０、１０
５２などを介して）ネットワークから構成を受信することなどに基づいてプロビジョニン
グされ得る。
【００６５】
　[0078]一例では、ｅＮＢ１０５０、１０５２は、装置１００２によって受信され得るＣ
ＳＩ－ＲＳを送信する際に、ｅＮＢ１０５０、１０５２（および／または他のｅＮＢ）に
よってそれぞれ利用される制限に関係する情報を送信することができる。図示のように、
ｅＮＢ１０５０、１０５２は、図１１および図１２を参照してさらに説明するように、Ｃ
ＳＩ－ＲＳ送信のための制限情報を含む、ブロードキャスト信号（たとえば、ＳＩＢ）、
専用信号などであり得る、信号１０５４Ａ、１０５４Ｂを、装置１００２にそれぞれ送信
することができる。本明細書でさらに説明するように、制限付き送信識別モジュール１０
０４は、ハードコード化情報あるいは永続的にまたは半永続的に記憶された情報から、構
成から、ｅＮＢ１０５０、１０５２からなどにかかわらず、制限情報を受信することがで
き、制限付き送信検出モジュール１００６は、ｅＮＢ１０５０、１０５２から受信された
ＣＳＩ－ＲＳを検出する際にその情報を利用することができる。一例では、ｅＮＢ１０５
０または１０５２のうちの１つが装置１００２のためのサービングセルを与え得る。一例
では、制限付き送信識別モジュール１００４は、サービングセル通信から１つまたは複数
の非サービングセルのＣＳＩ－ＲＳのための制限情報を受信し得る。
【００６６】
　[0079]方法９００は、ブロック９０４において、１つまたは複数の制限に少なくとも部
分的に基づいて、１つまたは複数の干渉信号中で受信された１つまたは複数の基準信号送
信を検出することをさらに含む。装置１００２は、１つまたは複数の制限に基づくＣＳＩ
－ＲＳ送信を含むものとして、ｅＮＢ１０５０、１０５２から受信された１つまたは複数
の信号１０５６Ａ、１０５６Ｂを検出するための制限付き送信検出モジュール１００６を
含む。たとえば、制限付き送信検出モジュール１００６は、制限付き送信識別モジュール
１００４から制限情報を取得することができ、受信された信号がＣＳＩ－ＲＳ送信に対応
するかどうかを決定する際にその情報を使用することができるか、または、場合によって
は、制限情報に基づいて制限付き送信検出モジュール１００６を使用して信号を受信する
ことができる。
【００６７】
　[0080]たとえば、制限情報は、ＣＳＩ－ＲＳのための送信周期性、ＣＳＩ－ＲＳを送信
するために使用されるアンテナポートの数またはセット、ＣＳＩ－ＲＳを送信する際に使
用されるセル識別子に関する情報、セルのクラスタのために送信されるＣＳＩ－ＲＳの最
大数、それらの組合せなどを指定することができる。装置１００２は、次いで、ＣＳＩ－
ＲＳ送信の改善された識別のためにこれらのパラメータを使用し得る。
【００６８】
　[0081]ＬＴＥネットワークでは、たとえば、５ミリ秒（ｍｓ）、１０ｍｓ、２０ｍｓな
どの、いくつかのＣＳＩ－ＲＳ送信周期性が可能にされ得る。しかしながら、周期性に関
する限定または制限についての知識なしに、ＵＥ（たとえば、装置１００２）は、所与の
ｅＮＢのためのすべての可能な送信周期性のためのＣＳＩ－ＲＳ送信のブラインド検出を
実行し得、そしてそれは、ＵＥがｅＮＢによって採用される周期性を決定することが可能
である場合よりも多くのリソースを消費し得る。したがって、制限付き送信検出モジュー
ル１００６は、１つまたは複数のセルのためのＣＳＩ－ＲＳを送信する際に（たとえば、
個々に、または関係するセルのクラスタのための指定された）ｅＮＢ１０５０、１０５２
のうちの１つまたは複数によって使用される１つまたは複数の周期性に関する情報（たと
えば、５ｍｓ周期性の使用）を受信し得る。したがって、制限付き送信検出モジュール１
００６は、所与のセルのためのｅＮＢ１０５０、１０５２から受信された信号が、指定さ
れた周期性に基づくＣＳＩ－ＲＳ信号であるかどうか（たとえば、指定された周期性にお
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いて信号が受信されるかどうか）を検出することによって、装置１００２のためのＣＳＩ
－ＲＳ検出を改善し得る。
【００６９】
　[0082]一態様では、制限付き送信識別モジュール１００４は、ブロードキャスト信号（
たとえば、ＳＩＢ）、専用信号などであり得る、ｅＮＢ１０５０、１０５２からの信号１
０５４Ａ、１０５４Ｂから、制限付きＣＳＩ－ＲＳ送信周期性に関する情報を受信する。
追加または代替の態様では、クラスタ中のすべてのセル、事業者ネットワーク中のすべて
のセル、同じ無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用するすべてのセルなどは、同様の制限付
きＣＳＩ－ＲＳ送信周期性を使用していると仮定され得る（またはそのようなことの指示
がシグナリングされ得る）。この態様では、制限付き送信検出モジュール１００６が、ク
ラスタ、ネットワーク、ＲＡＴ、または他のグルーピング中の少なくとも１つのｅＮＢの
ためのＣＳＩ－ＲＳ送信の周期性を決定した場合、たとえば、制限付き送信検出モジュー
ル１００６は、同じＣＳＩ－ＲＳ送信周期性が、クラスタ、ネットワーク、ＲＡＴなどの
中の他の非サービングセルのために使用されると仮定し得、クラスタ、ネットワーク、Ｒ
ＡＴなどの中の非サービングセルのためのＣＳＩ－ＲＳ送信の検出を改善するためにこの
ＣＳＩ－ＲＳ送信周期性を使用することができる。
【００７０】
　[0083]別の態様では、ｅＮＢ１０５０、１０５２は、クラスタ中の関係するセルまたは
ｅＮＢが、周期性値を明示的にシグナリングすることなしに使用している、ＣＳＩ－ＲＳ
送信周期性の数を、ブロードキャストメッセージを介して、シグナリングし得る。この例
では、制限付き送信識別モジュール１００４は、ｅＮＢ１０５０、１０５２から信号１０
５４Ａ、１０５４Ｂ中のシグナリングを受信し、制限付き送信検出モジュール１００６は
、クラスタ、ネットワーク、ＲＡＴなどの中の１つまたは複数の所与のセルのための周期
性を決定するために周期性の数を利用することができる。したがって、前の例とともに、
制限付き送信検出モジュール１００６は、１つまたは複数の他の関係するセル中で送信さ
れたＣＳＩ－ＲＳの検出された異なる周期性の数とともにシグナリング中で受信された周
期性の数に基づいて、ｅＮＢ１０５０、１０５２によって与えられた１つまたは複数のセ
ルのＣＳＩ－ＲＳ送信のための周期性を見分けることができる。シグナリング中で受信さ
れた周期性の数に対応する数の周期性に遭遇すると、制限付き送信検出モジュール１００
６は、それが、クラスタ中のセルによって使用されるすべての周期性に遭遇したと決定す
ることができ、遭遇した周期性を使用してＣＳＩ－ＲＳを識別することを試みることがで
きる。これは、たとえば、ＵＥが、ＣＳＩ－ＲＳ送信を検出することを試みる際に利用す
るための可能な周期性を狭くすることを依然として可能にしながら、クラスタ中のセルに
よって使用される周期性の変化を可能にすることによって、ネットワークを管理する際に
フレキシビリティを与え得る。
【００７１】
　[0084]別の態様では、１つまたは複数の制限は、ＣＳＩ－ＲＳ送信のために使用される
アンテナポート構成におけるアンテナポートの数に関することができる。たとえば、ＬＴ
Ｅでは、ＣＳＩ－ＲＳ送信は、３ＧＰＰ仕様において定義されているように１つ、２つ、
４つ、または８つのアンテナポートを使用し得る。したがって、制限付き送信識別モジュ
ール１００４は、周期性に関して上記で説明した態様を使用して、ｅＮＢ１０５０、１０
５２において１つまたは複数のセルのためのＣＳＩ－ＲＳを送信するために使用されるア
ンテナポート構成に関する情報（たとえば、どの（１つまたは複数の）アンテナポート）
ならびに／あるいは（１つまたは複数の）アンテナポートの数）を同様に決定することが
できる。たとえば、ＣＳＩ－ＲＳを送信するために使用される（１つまたは複数の）アン
テナポートに関する情報（および／またはアンテナポートの数、アンテナポート構成など
）は、ハードコード化情報あるいは装置１００２に永続的にまたは半永続的に記憶された
情報から取得され、事業者ネットワークからのプロビジョニングにおいて受信され、信号
１０５４Ａ、１０５４Ｂ、および／または（セル、セルのクラスタ、セルのネットワーク
、ある無線アクセス技術を使用するセルなどに関係するように）サービングセルを与える
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ｅＮＢからの信号などの中で受信され得る。制限付き送信検出モジュール１００６は、１
つまたは複数の非サービングセルのためのｅＮＢ１０５０、１０５２から１つまたは複数
のＣＳＩ－ＲＳを検出するために、アンテナポート構成、アンテナポートの数などにかか
わらず、示されたアンテナポート情報を同様に使用することができる。たとえば、制限付
き送信検出モジュール１００６は、ＣＳＩ－ＲＳを検出するために、示されたアンテナポ
ート構成を使用することができ、ならびに／あるいはクラスタ、ネットワーク、ＲＡＴ、
またはセルの他のグルーピング中で使用される異なるポートまたは構成を見分けるために
、構成またはポートの示された数を使用することができる。
【００７２】
　[0085]別の態様では、１つまたは複数の制限は、ＣＳＩ－ＲＳ送信に関係するＶＣＩＤ
の数を制限することに関することができる。ＶＣＩＤは、一般に、セルのための物理セル
識別子（ＰＣＩ：physical cell identifier）に対応することができるが、追加のＶＣＩ
Ｄはセルのクラスタのために定義され得る。ｅＮＢ１０５０、１０５２は、説明するよう
に、各物理セルのためだけでなく、セルのクラスタのためにもＣＳＩ－ＲＳを送信するこ
とができ、したがって、（ＰＣＩに相関し得る）物理セルのためのＶＣＩＤに基づいてＣ
ＳＩ－ＲＳを送信するだけでなく、クラスタのそれらのためにも送信し得る。この例では
、制限付き送信識別モジュール１００４は、（たとえば、信号１０５４Ａ、１０５４Ｂか
ら）ＣＳＩ－ＲＳシーケンスを生成する際に使用されるＶＣＩＤのリストを受信すること
ができる。たとえば、制限付き送信識別モジュール１００４は、１つまたは複数のセルの
ためのＣＳＩ－ＲＳシーケンスを生成する際にｅＮＢ１０５０、１０５２によって使用さ
れる、ＶＣＩＤのリスト、ＶＣＩＤのリストを含むＶＣＩＤの範囲などを受信することが
できる。したがって、制限付き送信検出モジュール１００６は、制限付き送信識別モジュ
ール１００４からＶＣＩＤのリストまたは範囲を取得することができ、ＶＣＩＤに少なく
とも部分的に基づいて、信号１０５６Ａ、１０５６ＢをＣＳＩ－ＲＳ送信と識別すること
を試みることができる。
【００７３】
　[0086]別の例では、ｅＮＢ１０５０、１０５２は、ＣＳＩ－ＲＳを送信する際にセルの
クラスタの各々中で使用されているＰＣＩのセットに等しくなり得るＶＣＩＤのセットを
使用することに制限され得る。一例では、ＶＣＩＤの実際の数がＰＣＩの数よりも大きい
場合、ＰＣＩのセットから可能なＶＣＩＤを決定するために、あらかじめ定義された規則
が使用され得る。たとえば、特定のＰＣＩがｅＮＢ１０５０、１０５２によって使用され
る場合、ｅＮＢ１０５０、１０５２は、クラスタのための特定のＶＣＩＤを使用すること
に制限され得、ｅＮＢ１０５０、１０５２、および制限付き送信識別モジュール１００４
は、ＰＣＩと使用可能なＶＣＩＤとの間の関係を関連付けるかまたは定義する１つまたは
複数の規則を用いて事前構成され得る。別の例では、制限付き送信識別モジュール１００
４は、場合によっては、説明したように（たとえば、信号１０５４Ａ、１０５４Ｂ、事業
者ネットワーク上の前のプロビジョニングなどの中で）情報を受信することができる。同
様に上記で説明したように、制限付き送信検出モジュール１００６は、次いで、ＣＳＩ－
ＲＳ送信の検出を試みるために可能なＶＣＩＤのリストを使用することができる。一態様
では、制限付き送信識別モジュール１００４は、セルクラスタ中の最も強いセルのＰＣＩ
を検出し、次いで、ＰＣＩのためのＶＣＩＤの関連付けられたリストに基づいて最も強い
セルのＰＣＩから可能なＶＣＩＤのリストを導出し得る。
【００７４】
　[0087]別の態様では、１つまたは複数の制限は、セルまたはセルのクラスタのサブフレ
ームまたはサブフレームのシーケンス中で許容されるＣＳＩ－ＲＳ送信の数を制限するこ
とに関することができる。たとえば、セルのクラスタでは、関係するｅＮＢは、各サブフ
レーム中で最高で２つのＣＳＩ－ＲＳ送信を送信するように制限され得る。これは、（た
とえば、関係するクラスタ中のそれのセルのためのｅＮＢ１０５０、１０５２の間の）様
々なＣＳＩ－ＲＳ送信の間の好適な時間領域直交化によって達成され得る。したがって、
制限付き送信識別モジュール１００４は、（たとえば、ハードコード化情報あるいは永続
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的にまたは半永続的に記憶された情報、事業者構成、シグナリング１０５４Ａ、１０５４
Ｂなどから）この情報を受信することができ、制限付き送信検出モジュール１００６は、
この情報に少なくとも部分的に基づいて非サービングセルからのＣＳＩ－ＲＳ送信を検出
することができる。一例では、制限付き送信検出モジュール１００６は、いくつかの受信
された信号のうちのどれがＣＳＩ－ＲＳに対応するかを検出する際に偽候補を除去するた
めに、ＣＳＩ－ＲＳ送信の示された数を使用し得る。たとえば、制限付き送信検出モジュ
ール１００６は、ある時間期間内にセルのための、同様の特性を有する信号の数を観測し
得、同様の特性をもつ信号の数が信号の制限された数に等しい場合、制限付き送信検出モ
ジュール１００６は、信号がＣＳＩ－ＲＳ送信であると決定し得る。さらに、ＣＳＩ－Ｒ
Ｓはクラスタの外側のセルに関して送信および受信され得るが、これらは、著しい数のフ
ォールスアラームをトリガしないように十分に弱くなり得る。
【００７５】
　[0088]別の態様では、制限付き送信識別モジュール１００４は、より容易な検出のため
にＣＳＩ－ＲＳ送信を制限する際に、上記で説明したパラメータのうちの１つまたは複数
を相関させる１つまたは複数のあらかじめ定義された規則を（たとえば、ハードコード化
情報あるいは永続的にまたは半永続的に記憶された情報、事業者構成、ブロードキャスト
信号１０５４Ａ、１０５４Ｂを受信することなどによって）プロビジョニングされ得る。
たとえば、一態様では、規則は、サブフレームオフセットをアンテナポートに相関させる
（たとえば、５＝０をモジュロとするサブフレームを使用するＣＳＩ－ＲＳシーケンスの
場合、１つのアンテナポートを使用し、５＝１をモジュロとするサブフレームを使用する
ＣＳＩ－ＲＳシーケンスの場合、２つのアンテナポートを使用するなど）か、または逆に
、アンテナポートをサブフレーム構成に相関させる（たとえば、１つのアンテナポートを
使用するＣＳＩ－ＲＳシーケンスは、指定されたサブフレーム構成（または複数の指定さ
れたサブフレーム構成のうちの１つ）を使用する）ために定義され得る。いずれの場合も
、制限付き送信検出モジュール１００６は、ｅＮＢ１０５０、１０５２からＣＳＩ－ＲＳ
１０５６Ａ、１０５６Ｂを受信し、それのパラメータ（たとえば、サブフレームオフセッ
ト、アンテナポートの数など）を決定することができる。このパラメータに基づいて、制
限付き送信検出モジュール１００６は、次いで、制限付き送信識別モジュール１００４中
でプロビジョニングされた規則に基づいてＣＳＩ－ＲＳの別の特性（たとえば、アンテナ
ポートの数、（１つまたは複数の）可能なサブフレーム構成など）を決定することができ
る。制限付き送信検出モジュール１００６は、次いで、信号１０５６Ａ、１０５６ＢがＣ
ＳＩ－ＲＳであるかどうかを検証するために、および／または後続のＣＳＩ－ＲＳ送信を
検出するために、追加の特性を使用することができる。さらに、ｅＮＢ１０５０、１０５
２は、ＵＥが、ＵＥの挙動を変更することなしにＣＳＩ－ＲＳを検出するのを支援するた
めに、追加または代替の制限を定義することができる。
【００７６】
　[0089]本明細書でさらに説明する態様では、ｅＮＢ１０５０、１０５２は、トラフィッ
ク対パイロット（ＴＰＲ）比（たとえば、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）
対ＣＳＩ－ＲＳ比）にかけられた１つまたは複数の限定に基づいて１つまたは複数のセル
のためのＣＳＩ－ＲＳ送信を制限し得る。これは、ＣＳＩ－ＲＳリソース要素（ＲＥ）に
対するＰＤＳＣＨ　ＲＥのブースティング電力がＣＳＩ－ＲＳ検出性能を劣化させ得るの
で、ＴＰＲを比較的小さい値に制限する。他の態様では、ｅＮＢ１０５０、１０５２は、
異なるＣＳＩ－ＲＳ送信の間の少なくとも部分的な衝突を回避するために１つまたは複数
のセルのためのＣＳＩ－ＲＳ送信を制限し得る。たとえば、ｅＮＢ１０５０、１０５２は
、これらのｅＮＢが同様のクラスタ中のセルを有する場合、または一方の周期性が同じク
ラスタ中のセルのための他方の周期性の倍数である場合、同じ周期性でＣＳＩ－ＲＳを送
信することを防止され得る。
【００７７】
　[0090]方法９００はまた、ブロック９０６において、サービング基地局との通信を改善
するために、１つまたは複数の干渉信号中で受信された１つまたは複数の基準信号送信を
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処理することを含む。装置１００２は、サービング基地局との通信を改善することなど、
１つまたは複数の目的のために、（たとえば、非サービングｅＮＢ１０５０、１０５２、
またはサービングセルをも与えるｅＮＢによって与えられた非サービングセルからの）干
渉信号中で受信されたＣＳＩ－ＲＳ送信を利用するための制限付き送信処理モジュール１
００８を含む。たとえば、制限付き送信処理モジュール１００８は、ＣＳＩ－ＲＳまたは
関係するチャネルに関係する１つまたは複数のパラメータを決定するための送信パラメー
タ決定モジュール１０１０を随意に含み得る。たとえば、送信パラメータ決定モジュール
１０１０は、チャネルの態様を取得するかまたはさもなければ測定するためにＣＳＩ－Ｒ
Ｓに基づいて、関係するチャネルを推定することができる。別の例では、送信パラメータ
決定モジュール１０１０は、（たとえば、他のＶＣＩＤのためのＣＳＩ－ＲＳ送信を検出
するための制限付き送信検出モジュール１００６に示され得る）ＣＳＩ－ＲＳの１つまた
は複数のＶＣＩＤを決定し得る。送信パラメータ決定モジュール１０１０は、一例では、
制限付き送信検出モジュール１００６へのフィードバックのための他の送信パラメータ（
たとえば、説明したように、ＣＳＩ－ＲＳまたは後続のＣＳＩ－ＲＳを検出するための１
つまたは複数のあらかじめ定義された規則を適用する際に使用するための、サブフレーム
オフセット、使用されるアンテナポートなど）を決定し得ることを諒解されたい。
【００７８】
　[0091]また別の態様では、制限付き送信処理モジュール１００８は、（たとえば、サー
ビング基地局との通信を改善するために）サービング基地局から受信された信号からの検
出されたＣＳＩ－ＲＳを消去するための干渉信号消去モジュール１０１２を随意に含み得
る。別の態様では、制限付き送信処理モジュール１００８は、ｅＮＢ１０５０、１０５２
からの信号中の、検出されたＣＳＩ－ＲＳに基づいて（たとえば、コードワードレベル干
渉消去（ＣＷＩＣ：code word level interference cancellation）のために）レートマ
ッチングが行われるリソース要素を決定するためのレートマッチングモジュール１０１４
を随意に含み得る。この点について、レートマッチングモジュール１０１４におけるレー
トマッチングは、非サービングセルのＣＳＩ－ＲＳの改善された検出に基づいて改善され
る。
【００７９】
　[0092]図１１および図１２では、本装置および方法の態様は、本明細書で説明するアク
ションまたは機能を実行し得る１つまたは複数のモジュールおよび１つまたは複数の方法
に関して示されている。図１１において以下で説明する動作は、特定の順序で、および／
または例示的なモジュールによって実行されるものとして提示されるが、アクションの順
序およびアクションを実行するモジュールは、実装形態に応じて変更され得ることを理解
されたい。さらに、以下のアクションまたは機能は、特別にプログラムされたプロセッサ
、特別にプログラムされたソフトウェアまたはコンピュータ可読媒体を実行するプロセッ
サによって、あるいは説明するアクションまたは機能を実行することが可能なハードウェ
アモジュールおよび／またはソフトウェアモジュールの任意の他の組合せによって実行さ
れ得ることを理解されたい。
【００８０】
　[0093]図１１に、本明細書で説明する態様による、１つまたは複数の制限に従ってＣＳ
Ｉ－ＲＳを送信するための例示的な方法１１００を示す。図１２に、１つまたは複数のＵ
Ｅ１２５２によって受信され得るＣＳＩ－ＲＳを送信するための例示的な装置１２０２を
示す。装置１２０２は、１つまたは複数のセルを介してワイヤレスネットワークアクセス
を与えるために１つまたは複数のＵＥ１２５２と通信することができるｅＮＢまたは同様
のデバイス（たとえば、前に説明した、ｅＮＢ１０６、他のｅＮＢ１０８、ｅＮＢ２０４
、ｅＮＢ６１０、ｅＮＢ７０４、７１２、７１８、ｅＮＢ８１２、８２２、８３２、８４
２など）を含むことができる。方法１１００は、ブロック１１０２において、１つまたは
複数の基準信号を送信するときに適用すべき１つまたは複数の制限を決定することを含む
。装置１２０２は、１つまたは複数の制限を決定するための制限決定モジュール１２０４
を含む。一例では、制限決定モジュール１２０４は、ＣＳＩ－ＲＳ送信を受信するＵＥに
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よるＣＳＩ－ＲＳの検出可能性を改善することを可能にするために、ＣＳＩ－ＲＳ送信に
関係する１つまたは複数の制限に関する情報をプロビジョニングされ得る。１つまたは複
数の制限は、一例では、（１つまたは複数の）所与のセルのためのＣＳＩ－ＲＳに固有で
あり得る。制限決定モジュール１２０４は、ハードコード化情報あるいは装置１２０２に
永続的にまたは半永続的に記憶された情報、装置１２０２のメモリから構成を取り出すこ
と、（たとえば、ネットワーク構成を介して）事業者ネットワークから構成を受信するこ
となどに基づいてプロビジョニングされ得る。さらに、たとえば、制限は、説明したよう
に、装置１２０２によって与えられた１つまたは複数のセル、装置１２０２によって与え
られた１つまたは複数のセルを含むセルのクラスタなどに関係し得る。
【００８１】
　[0094]上記で説明したように、１つまたは複数の制限は、１つまたは複数のＣＳＩ－Ｒ
Ｓのための送信周期性、１つまたは複数のＣＳＩ－ＲＳを送信するために使用されるアン
テナポートの数またはセット、１つまたは複数のＣＳＩ－ＲＳを送信する際に使用される
セル識別子に関する情報、セルのクラスタのために送信されるＣＳＩ－ＲＳの最大数、Ｔ
ＰＲを制限すること、ＣＳＩ－ＲＳ衝突を回避するためにパラメータを制限すること、そ
れらの組合せなどに関することができる。方法１１００は、ブロック１１０４において、
１つまたは複数の制限を１つまたは複数のＵＥにシグナリングすることを随意に含むこと
ができる。したがって、たとえば、装置１２０２は、信号１２５６を介して１つまたは複
数の制限をＵＥ１２５２にシグナリングするための制限指示モジュール１２０６を随意に
含む。一例では、制限指示モジュール１２０６は、ＵＥ１２５２が１つまたは複数の制限
に関する情報から恩恵を受けることができる場合（たとえば、制限が、周期性、アンテナ
ポート、セル識別子などを制限することに関する場合）、１つまたは複数の制限をシグナ
リングすることができる。したがって、制限指示モジュール１２０６は、いくつかのタイ
プの制限について１つまたは複数の制限をＵＥ１２５２に示すことができることを諒解さ
れたい。
【００８２】
　[0095]方法１１００はまた、ブロック１１０６において、少なくとも部分的に１つまた
は複数の制限を適用することによって１つまたは複数の基準信号を送信することを含む。
したがって、装置１２０２は、１つまたは複数のＵＥ１２５２によって受信され得る、１
つまたは複数の制限に基づく、１つまたは複数のセルのための１つまたは複数のＣＳＩ－
ＲＳなど、信号１２５４を送信するための制限付き送信モジュール１２０８を含む。した
がって、たとえば、制限付き送信モジュール１２０８は、ＣＳＩ－ＲＳ（または他の信号
）を送信するための周期性を制限するための周期性制限モジュール１２１０を随意に含み
得る。周期性に対する制限は、（たとえば、制限決定モジュール１２０４などにプロビジ
ョニングされた情報に基づいて）制限決定モジュール１２０４によって定義され、決定さ
れ得る。この例では、制限指示モジュール１２０６は、説明したように、信号１２５６中
で、ＣＳＩ－ＲＳが送信される周期性、またはＣＳＩ－ＲＳが送信されているセルに関係
するクラスタ、ネットワーク、ＲＡＴなどの中のセルによって使用される周期性の数など
をシグナリングし得る。周期性制限モジュール１２１０は、ＣＳＩ－ＲＳが、示されたよ
うに、制限付き周期性（たとえば、５ｍｓ、１０ｍｓなど）において、または、セルのク
ラスタ中で使用される周期性の数が、示された数を超えないような、制限付き周期性を使
用して送信されることを保証することができる。周期性制限モジュール１２１０は、制限
付き送信モジュール１２０８に、その周期性で１つまたは複数のＣＳＩ－ＲＳ信号１２５
４を送信させることによって、この点について周期性を制限することができる。ＵＥ１２
５２は、上記で説明したように、受信された周期性制限情報に基づいてＣＳＩ－ＲＳとし
て（１つまたは複数の）信号１２５４を検出することができる。
【００８３】
　[0096]別の例では、制限付き送信モジュール１２０８は、１つまたは複数のセルのため
のＣＳＩ－ＲＳ（または他の信号）を送信する際に利用されるアンテナポートまたは関係
するアンテナポート構成を制限するためのアンテナポート制限モジュール１２１２を随意
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に含み得る。アンテナポート構成に対する制限は、（たとえば、制限決定モジュール１２
０４などにプロビジョニングされた情報に基づいて）制限決定モジュール１２０４によっ
て定義され、決定され得る。この例では、制限指示モジュール１２０６は、説明したよう
に、信号１２５６中で、ＣＳＩ－ＲＳが送信されるアンテナポート（または関係するアン
テナポート構成）の指示、またはＣＳＩ－ＲＳが送信されているセルに関係するクラスタ
、ネットワーク、ＲＡＴなどの中のセルによって使用されるアンテナポートの数（または
アンテナポート構成）などをシグナリングし得る。アンテナポート制限モジュール１２１
２は、制限付き送信モジュール１２０８に、アンテナポートの数または特定のアンテナポ
ート構成を使用してＣＳＩ－ＲＳ信号１２５４を送信させることによって、１つまたは複
数のセルのためのＣＳＩ－ＲＳが、制限付きアンテナポート（たとえば、１または２、４
、８などのポート）を使用して、またはアンテナポート構成に従って送信されることを保
証することができる。ＵＥ１２５２は、上記で説明したように、受信されたアンテナポー
ト構成情報に基づいてＣＳＩ－ＲＳとして信号１２５４を検出することができる。
【００８４】
　[0097]また別の例では、制限付き送信モジュール１２０８は、ＣＳＩ－ＲＳ（または他
の信号）が１つまたは複数のセルのために送信されるＶＣＩＤを制限するためのＶＣＩＤ
制限モジュール１２１４を随意に含み得る。ＶＣＩＤに対する制限は、（たとえば、制限
決定モジュール１２０４などにプロビジョニングされた情報に基づいて）制限決定モジュ
ール１２０４によって定義され、決定され得る。この例では、制限指示モジュール１２０
６は、説明したように、ＣＳＩ－ＲＳが送信されるＶＣＩＤを（たとえば、ＶＣＩＤの明
示的指示、ＶＣＩＤの範囲の指示などとして）シグナリングし得る。ＶＣＩＤ制限モジュ
ール１２１４は、ＣＳＩ－ＲＳが、制限指示モジュール１２０６によって示されたＶＣＩ
Ｄのために送信され、他のＶＣＩＤのために送信されないことを保証することができる。
別の例では、ＶＣＩＤ制限モジュール１２１４は、制限付き送信モジュール１２０８によ
って送信されるＣＳＩ－ＲＳがＰＣＩの数を超えないように、ＶＣＩＤが、クラスタ中で
使用されるＰＣＩの数に対応することを保証することができる。別の例では、ＶＣＩＤ制
限モジュール１２１４は、上記で説明したように、ＰＣＩが、使用され得る可能なＶＣＩ
Ｄの関連付けられたリストを有する場合、セルに割り当てられたＰＣＩに基づいて使用さ
れるＶＣＩＤを制限することができる。ＶＣＩＤ制限モジュール１２１４は、ＶＣＩＤが
、関係するＰＣＩのための関連付けられたリストに準拠することを保証することができる
。したがって、ＵＥ１２５２は、説明したように、同様の情報をプロビジョニングされ得
、説明したように、ＶＣＩＤのために制限付き送信モジュール１２０８から送信されたＣ
ＳＩ－ＲＳを検出するために、ＰＣＩに関係する可能なＶＣＩＤのセットを決定すること
ができる。
【００８５】
　[0098]また別の例では、制限付き送信モジュール１２０８は、ある時間期間（たとえば
、サブフレーム）における１つまたは複数のセルのための信号１２５４の送信の数を制限
するための送信数制限モジュール１２１６を随意に含み得る。送信の数に対する制限は、
（たとえば、制限決定モジュール１２０４などにプロビジョニングされた情報に基づいて
）制限決定モジュール１２０４によって定義され、決定され得る。この例では、制限指示
モジュール１２０６は、説明したように、クラスタ、ネットワークＲＡＴなどの中の１つ
または複数のセルに適用され得る、送信の数を信号１２５６においてシグナリングし得る
。送信数制限モジュール１２１６は、ある時間期間における送信の最大数にＣＳＩ－ＲＳ
信号１２５４の送信を限定する制限付き送信モジュール１２０８のための送信スケジュー
ルを定義することによって、ＣＳＩ－ＲＳがある時間期間にわたって最大回数で送信され
ることを保証することができる。ＵＥ１２５２は、上記で説明したように、信号がＣＳＩ
－ＲＳ送信であることを示し得る、いくつかの特性を有する、時間期間（たとえば、サブ
フレーム）における信号の数を検出するために、この数を使用することができる。
【００８６】
　[0099]別の例では、制限付き送信モジュール１２０８は、１つまたは複数のセルのため
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のＣＳＩ－ＲＳ送信と比較してデータ送信のためのＴＰＲを制限するためのＴＰＲ制限モ
ジュール１２１８を随意に含み得る。送信の数に対する制限は、（たとえば、制限決定モ
ジュール１２０４などにプロビジョニングされた情報に基づいて）制限決定モジュール１
２０４によって定義され、決定され得る。いずれの場合も、ＴＰＲ制限モジュール１２１
８は、ＣＳＩ－ＲＳを送信するために使用される電力に基づいてデータチャネル通信（た
とえば、ＰＤＳＣＨ　ＲＥ）を送信するために使用される電力に対するＴＰＲ制限を強制
することができる。これは、ＣＳＩ－ＲＳ信号とＰＤＳＣＨ信号との間により大きい受信
電力ディスパリティが生じることによってＵＥ１２５２によるＣＳＩ－ＲＳ信号の検出を
改善することができる。
【００８７】
　[0100]さらなる例では、制限付き送信モジュール１２０８は、セルのクラスタまたは他
のグルーピング内の１つまたは複数のセルのＣＳＩ－ＲＳ送信の潜在的衝突を回避するた
めの衝突回避モジュール１２２０を随意に含み得る。制限は、衝突を回避するためにクラ
スタ中のセルのためのＣＳＩ－ＲＳ送信のために利用される、周期性、周波数リソース、
サブフレームオフセットなどに基づき得る。この点について、たとえば、衝突回避モジュ
ール１２２０は、クラスタ中の他のセル（図示せず）が、同じ周期性、周波数リソース、
サブフレームオフセットなどのうちのいくつかを使用しないことを保証するために、それ
らのセルを与える１つまたは複数のネットワーク構成要素またはｅＮＢと通信することが
できる。たとえば、（随意の態様では、周期性にかかわらず）同じ周波数リソースと同じ
サブフレームオフセットとをもつ２つのＣＳＩ－ＲＳシーケンスが衝突を有し得るので、
同じ周波数リソースをもつ２つのＣＳＩ－ＲＳシーケンスについて、衝突回避モジュール
１２２０は、以下の条件、すなわち、任意の２つの整数ｍおよびｎについて、Ｏ２＋ｍ＊
Ｐ２≠Ｏ１＋ｎ＊Ｐ１を満たすように、サブフレームオフセットと周期性ペア（Ｏ１、Ｐ
１）および（Ｏ２、Ｐ２）とを構成することができる。これは、ｅＮＢの間のＣＳＩ－Ｒ
Ｓの干渉を緩和することによってＵＥ１２５２におけるＣＳＩ－ＲＳ送信１２５４の検出
可能性を改善することができる。
【００８８】
　[0101]図１３は、処理システム１３１４を採用する装置１００２または装置１２０２の
ためのハードウェア実装形態の一例を示す図１３００である。処理システム１３１４は、
バス１３２４によって概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス
１３２４は、処理システム１３１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任
意の数の相互接続バスおよびブリッジを含み得る。バス１３２４は、プロセッサ１３０４
、上記で説明した、装置１００２および１２０２中のモジュール１００４、１００６、１
００８、１２０４、１２０６、１２０８、ならびに／あるいはコンピュータ可読媒体１３
０６によって表される、１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュ
ールを含む様々な回路を互いにリンクする。バス１３２４はまた、タイミングソース、周
辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これ
らの回路は当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明しない。
【００８９】
　[0102]処理システム１３１４はトランシーバ１３１０に結合され得る。トランシーバ１
３１０は１つまたは複数のアンテナ１３２０に結合される。トランシーバ１３１０は、伝
送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。処理システム１３１４は
、コンピュータ可読媒体１３０６に結合されたプロセッサ１３０４を含む。プロセッサ１
３０４は、コンピュータ可読媒体１３０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的
な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１３０４によって実行されたとき、処理
システム１３１４に、特定の装置のための上記で説明した様々な機能を実行させる。コン
ピュータ可読媒体１３０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１３０４に
よって操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、モジュール１
００４、１００６、１００８、１２０４、１２０６、１２０８、または装置１００２およ
び１２０２に関して説明した任意の関係するモジュールのうちの少なくとも１つをさらに
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含み得る。それらのモジュールは、プロセッサ１３０４中で動作し、コンピュータ可読媒
体１３０６中に常駐する／記憶された、ソフトウェアモジュールであるか、プロセッサ１
３０４に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュールであるか、またはそれらの
何らかの組合せであり得る。処理システム１３１４は、ＵＥ６５０の構成要素であり得、
メモリ６６０、および／またはＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コン
トローラ／プロセッサ６５９とのうちの少なくとも１つを含み得る。同様に、一例では、
処理システム１３１４は、ｅＮＢ６１０の構成要素であり得、メモリ６７６および／また
はＴＸプロセッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ／プロセッサ６７５
とのうちの少なくとも１つを含み得る。
【００９０】
　[0103]一構成では、装置１００２および１２０２は、制限付き送信識別モジュール１０
０４、制限付き送信検出モジュール１００６、制限付き送信処理モジュール１００８、制
限決定モジュール１２０４、制限指示モジュール１２０６、制限付き送信モジュール１２
０８および／または関係するモジュールを含む、様々なモジュールを含むものとして示さ
れている。上述のモジュールは、モジュールに関して説明した機能を実行するように構成
された処理システム１３１４を含む。上記で説明したように、処理システム１３１４は、
ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５９と
、ＴＸプロセッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ／プロセッサ６７５
とを含み得る。したがって、一構成では、モジュールは、モジュールに関して説明した機
能を実行するように構成された、ＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、コント
ローラ／プロセッサ６５９、ＴＸプロセッサ６１６、ＲＸプロセッサ６７０、および／ま
たはコントローラ／プロセッサ６７５を含み得る。
【００９１】
　[0104]以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実施することができる
ようにするために提供したものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容
易に明らかであり、本明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。したがっ
て、特許請求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、クレーム文
言に矛盾しない全範囲を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及は
、そのように明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つま
たは複数の」を意味するものである。別段に明記されていない限り、「いくつか」という
用語は１つまたは複数を指す。当業者に知られている、または後に知られることになる、
本開示全体にわたって説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物は
、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さ
らに、本明細書で開示するいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に
具陳されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素
も、その要素が「ための手段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り、ミー
ンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）における基準信号送信の識別を改善するための方法であって、
　１つまたは複数の干渉信号中の基準信号送信に関係する１つまたは複数の制限を識別す
ることと、
　前記１つまたは複数の制限に少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは複数の干渉
信号中で受信された１つまたは複数の基準信号送信を検出することと、
　サービング基地局との通信を改善するために、前記１つまたは複数の干渉信号中で受信
された前記１つまたは複数の基準信号送信を処理することとを備える、方法。
［Ｃ２］
　複数の多入力多出力（ＭＩＭＯ）レイヤ中で送信する前記サービング基地局、あるいは
１つまたは複数の非サービング基地局のうちの少なくとも１つから前記１つまたは複数の
干渉信号を受信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
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［Ｃ３］
　前記１つまたは複数の制限を識別することが、ハードコード化情報から前記１つまたは
複数の制限を決定すること、事業者ネットワーク構成から前記１つまたは複数の制限を受
信すること、あるいは前記サービング基地局からの１つまたは複数の信号中で前記１つま
たは複数の制限を受信することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記１つまたは複数の制限が、前記１つまたは複数の基準信号送信のための、前記１つ
または複数の干渉信号を送信する、１つまたは複数のｅＮＢによって使用される周期性に
対する制限を含み、前記１つまたは複数の基準信号送信を検出することが、前記周期性に
基づいて前記１つまたは複数の基準信号送信を検出することを備える、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ５］
　前記１つまたは複数の制限を識別することが、前記１つまたは複数の基準信号送信のた
めの前記周期性の指示を受信することを備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記１つまたは複数の制限を識別することが、前記１つまたは複数の基準信号送信のた
めの可能な周期性の数の指示を受信することを含み、前記１つまたは複数の基準信号送信
を検出することが、周期性の前記数と複数の前に検出された基準信号送信とに少なくとも
部分的に基づいて前記周期性を決定することを備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記１つまたは複数の制限を識別することが、アンテナポート構成を決定することに少
なくとも部分的に基づいて前記周期性を決定することを備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記１つまたは複数の制限が、前記１つまたは複数の基準信号送信のためのアンテナポ
ートの数に対する制限を含み、前記１つまたは複数の基準信号送信を検出することが、ア
ンテナポートの前記数に対応するアンテナポート構成に少なくとも部分的に基づいて前記
１つまたは複数の基準信号送信を検出することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記１つまたは複数の制限を識別することが、前記１つまたは複数の基準信号送信のた
めの前記アンテナポート構成の指示を受信することを備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記１つまたは複数の制限を識別することが、前記１つまたは複数の基準信号送信のた
めに使用されるアンテナポート構成の数の指示を受信することを含み、前記１つまたは複
数の基準信号送信を検出することが、アンテナポート構成の前記数と複数の前に検出され
た基準信号送信とに少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは複数の基準信号送信の
ために使用される前記アンテナポート構成を決定することを備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記１つまたは複数の制限を識別することが、前記１つまたは複数の基準信号送信を送
信するための周期性を決定することに少なくとも部分的に基づいて前記アンテナポート構
成を決定することを備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記１つまたは複数の制限が、前記１つまたは複数の基準信号送信に関係する仮想セル
識別子に対する制限を含み、前記１つまたは複数の基準信号送信を検出することが、前記
仮想セル識別子に基づいて前記１つまたは複数の基準信号送信を検出することを備える、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記１つまたは複数の制限を識別することが、前記１つまたは複数の基準信号送信に関
係する前記仮想セル識別子の指示あるいは前記仮想セル識別子の範囲を受信することを備
え、前記１つまたは複数の基準信号送信を検出することが、前記仮想セル識別子に基づい
て前記１つまたは複数の基準信号送信を検出することを備える、Ｃ１２に記載の方法。
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［Ｃ１４］
　前記１つまたは複数の制限を識別することが、前記仮想セル識別子に１つまたは複数の
物理セル識別子を関連付ける規則に少なくとも部分的に基づいて前記仮想セル識別子を決
定することを備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記１つまたは複数の制限が、ある時間期間における基準信号送信の数に対する制限を
含み、前記１つまたは複数の基準信号送信を検出することが、同様の特性を有する複数信
号を検出することを備え、ここにおいて、前記１つまたは複数の信号の数が、基準信号送
信の前記数に対する前記制限に等しい、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記１つまたは複数の基準信号送信を処理することが、前記１つまたは複数の基準信号
送信に関係するチャネルを推定すること、前記１つまたは複数の基準信号送信によって前
記サービング基地局からの通信に対して引き起こされる干渉を消去すること、前記１つま
たは複数の基準信号送信の仮想セル識別子を決定すること、あるいは前記１つまたは複数
の基準信号送信を使用してレートマッチングのためのリソース要素ロケーションを決定す
ることのうちの１つまたは複数を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　ユーザ機器（ＵＥ）における基準信号送信の識別を改善するための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つの
プロセッサが、
　　１つまたは複数の干渉信号中の基準信号送信に関係する１つまたは複数の制限を識別
することと、
　　前記１つまたは複数の制限に少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは複数の干
渉信号中で受信された１つまたは複数の基準信号送信を検出することと、
　　サービング基地局との通信を改善するために、前記１つまたは複数の干渉信号中で受
信された前記１つまたは複数の基準信号送信を処理することと
　を行うように構成された、装置。
［Ｃ１８］
　複数の多入力多出力（ＭＩＭＯ）レイヤ中で送信する前記サービング基地局、あるいは
１つまたは複数の非サービング基地局のうちの少なくとも１つから前記１つまたは複数の
干渉信号を受信するためのトランシーバをさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記１つまたは複数の制限を前記識別することが、ハードコード化情報から前記１つま
たは複数の制限を決定すること、事業者ネットワーク構成において前記１つまたは複数の
制限を受信すること、あるいは前記サービング基地局から前記１つまたは複数の制限を受
信することに少なくとも部分的に基づく、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記１つまたは複数の制限が、前記１つまたは複数の基準信号送信のための、前記１つ
または複数の干渉信号を送信する、１つまたは複数のｅＮＢによって使用される周期性に
対する制限を含み、前記１つまたは複数の基準信号送信を前記検出することが、前記周期
性に少なくとも部分的に基づく、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記１つまたは複数の制限を前記識別することが、前記１つまたは複数の基準信号送信
のための前記周期性の指示を受信することによって少なくとも部分的に基づく、Ｃ２０に
記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記１つまたは複数の制限を前記識別することが、前記１つまたは複数の基準信号送信
のための可能な周期性の数の指示を受信することに少なくとも部分的に基づき、前記少な
くとも１つのプロセッサが、周期性の前記数と複数の前に検出された基準信号送信とに少
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なくとも部分的に基づいて前記周期性を決定するようにさらに構成された、Ｃ２０に記載
の装置。
［Ｃ２３］
　前記１つまたは複数の制限が、前記１つまたは複数の基準信号送信のためのアンテナポ
ートの数に対する制限を含み、前記１つまたは複数の基準信号送信を前記検出することが
、アンテナポートの前記数に対応するアンテナポート構成に少なくとも部分的に基づく、
Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記１つまたは複数の制限を前記識別することが、少なくとも部分的に、１つまたは複
数のｅＮＢによって使用される前記アンテナポート構成の指示を受信することによるもの
である、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記１つまたは複数の制限を前記識別することが、少なくとも部分的に、１つまたは複
数のｅＮＢによって使用されるアンテナポート構成の数の指示を受信することによるもの
であり、前記少なくとも１つのプロセッサが、アンテナポート構成の前記数と複数の前に
検出された基準信号送信とに少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは複数の基準信
号送信のために使用される前記アンテナポート構成を決定するようにさらに構成された、
Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記１つまたは複数の制限が、前記１つまたは複数の基準信号送信に関係する仮想セル
識別子に対する制限を含み、前記１つまたは複数の基準信号送信を前記検出することが、
前記仮想セル識別子に基づく、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記１つまたは複数の制限が、ある時間期間における基準信号送信の数に対する制限を
含み、前記１つまたは複数の基準信号送信を前記検出することが、同様の特性を有する１
つまたは複数のｅＮＢから受信された複数信号を検出することに少なくとも部分的に基づ
き、ここにおいて、前記１つまたは複数の信号の数が、基準信号送信の前記数に対する前
記制限に等しい、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記１つまたは複数の基準信号送信に関係するチャネルを推定すること、
　前記１つまたは複数の基準信号送信の仮想セル識別子を決定すること、
　前記１つまたは複数の基準信号送信によって前記サービング基地局からの通信に対して
引き起こされる干渉を消去すること、あるいは
　前記１つまたは複数の基準信号送信を使用してレートマッチングのためのリソース要素
ロケーションを決定することを行うようにさらに構成された、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　ユーザ機器（ＵＥ）における基準信号送信の識別を改善するための装置であって、
　１つまたは複数の干渉信号中の基準信号送信に関係する１つまたは複数の制限を識別す
るための手段と、
　前記１つまたは複数の制限に少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは複数の干渉
信号中で受信された１つまたは複数の基準信号送信を検出するための手段と、
　サービング基地局との通信を改善するために、前記１つまたは複数の干渉信号中で受信
された前記１つまたは複数の基準信号送信を処理するための手段とを備える、装置。
［Ｃ３０］
　ユーザ機器（ＵＥ）における基準信号送信の識別を改善するための、非一時的コンピュ
ータ可読媒体に記憶された、コンピュータプログラム製品であって、
　１つまたは複数の干渉信号中の基準信号送信に関係する１つまたは複数の制限を識別す
ることと、
　前記１つまたは複数の制限に少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは複数の干渉
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信号中で受信された１つまたは複数の基準信号送信を検出することと、
　サービング基地局との通信を改善するために、前記１つまたは複数の干渉信号中で受信
された前記１つまたは複数の基準信号送信を処理することとを少なくとも１つのプロセッ
サに行わせるためのコードを備える、コンピュータプログラム製品。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７Ａ】 【図７Ｂ】

【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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